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○
氷
川
町
農
業
元
気
づ
く
り
支
援
事
業

◆
事
業
対
象
者

　
次
の
要
件
①
～
③
を
す
べ
て
満
た
す
人
。

①
認
定
農
業
者
で
あ
る
こ
と
。

②
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

③
受
益
戸
数
が
３
戸
以
上
の
農
業
者
で
組

織
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と
。

◆
事
業
メ
ニ
ュ
ー

　
今
回
募
集
す
る
事
業
メ
ニ
ュ
ー
は
、下
記

の
と
お
り
で
す
。補
助
率
は
、事
業
費
の
３

分
の
１
以
内
で
す
。

◆
申
込
期
限

①
い
ち
ご
品
質
向
上
対
策
事
業

　
９
月
28
日
㈮
ま
で

②
施
設
園
芸
病
害
対
策
事
業

　
９
月
28
日
㈮
ま
で

③
露
地
野
菜
重
要
病
害
対
策
事
業

　
12
月
28
日
㈮
ま
で

④
柑
橘
類
品
質
向
上
対
策
事
業

　
９
月
28
日
㈮
ま
で

◆
申
込
み
先

◦
Ｊ
Ａ
の
各
生
産
部
会
に
加
入
さ
れ
て
い

る
人

　
→
各
Ｊ
Ａ
部
会
事
務
局
へ
申
込
み

◦
Ｊ
Ａ
の
各
生
産
部
会
へ
加
入
さ
れ
て
い

な
い
人

　
→
農
業
振
興
課
へ
申
込
み

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
農
業
振
興
課
　

　
☎
52
・
５
８
５
４

　
近
年
の
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
で
、農
業
経
営
の
安
定
と
産
地
体
制
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、氷
川
町
の
元
気
を
取
り
戻
し
、活
性
化
を
促
し
又
は
発
展
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
、平
成
30
年
度
氷
川
町
農
業
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
本
事
業
を
実
施
希
望
さ
れ
る
方
は
、下
記
申
込
先
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
用
紙
は
、各
申
込
み
先
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

【事業内容】

事業区分 事業内容 補助対象資材 採択基準

①いちご品質向上
対策事業

いちごの交配安定のため
のクロマルハナバチ用
ネット資材に対する補助

防虫ネット４ｍｍ目以下

対象品目：いちご
購入期間：８月末までの購入分に

限る。クロマルハナバ
チの導入施設に限る

②施設園芸病害対
策事業

土壌病害発生要因の病害
対策資材への補助

土壌還元消毒用資材
（エコロジアール）　

対象品目：トマト
購入期間：５月～８月末購入分に

限る
資材上限：対象病害1回分に限る

③露地野菜重要病
害対策事業

アブラナ科の生育初期段
階での病害対策資材への
補助

オラクル粉・顆粒水和

対象品目：アブラナ科野菜
購入期間：6月～11月末までの購

入分に限る。
資材上限：対象病害1回分に限る。

④柑橘類品質向上
対策事業

マルチ資材及び植物調整
剤導入に対する補助

マルチ資材
植物調整剤

対象品目：柑橘類
購入期間：５月～８月末購入分に

限る

氷
川
町
農
業
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
の
募
集
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け だよりん こ う

【お問い合わせ先】健康センター  ☎52-7154　　保健師

日時：6月9日（土）
13:30～16:00

歯の祭典で血糖測定ができます
血糖測定ではいつも
の空腹時血糖は正常
な方でも急激な食後
の高血糖を発見でき
るかもしれません。
針を自分で刺すこと
ができる人ならだれ
でも検査できます。

場所：文化センター

血糖測定（随時）

※詳細については、折り込みチラシまたは
氷川町ホームページでご確認ください。

〒
←県道14号線

氷川町健康センター

氷川町役場

竜翔センター

氷川町文化センター

竜北中学校

国道3号線→

お口の健康と糖尿病の関係　

糖尿病がある人は歯周病になりやすく重症化しやすい

歯周病がある人は糖尿病の治療が困難になりやすい

歯周病

血管がもろくなる
血液のめぐりが
悪くなる

体の抵抗力が
弱くなる

歯周病に感染
しやすくなる

歯周病菌の内毒素や
炎症にかかわる
物質の増加

インスリンの
効き目が悪くなる

血液中のTNF-aが増加
（炎症を起こす物質）
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下
水
道
の
役
割
に
つ
い
て

◦
家
の
環
境
が
良
く
な
り
ま
す
！

水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に

な
り
、清
潔
で
快
適
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◦
町
の
環
境
が
良
く
な
り
ま
す
！

排
水
を
水
路
や
側
溝
に
垂
れ
流

さ
な
く
な
る
た
め
、悪
臭
や
蚊
、

ハ
エ
な
ど
の
発
生
を
抑
え
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

◦
川
や
海
が
き
れ
い
に
！

排
水
は
下
水
処
理
場
で
き
れ
い

に
処
理
さ
れ
ま
す
。

排
水
設
備
に
つ
い
て

　
排
水
設
備
と
は
、台
所
・
お
風

呂
・
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
公
共
汚
水
マ

ス
に
接
続
す
る
ま
で
の
配
管
な
ど

の
こ
と
を
言
い
ま
す

　
こ
の
排
水
設
備
の
工
事
費
に
つ

い
て
は
個
人
負
担
で
す
。

◦
雨
水
を
流
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

◦
浄
化
槽
で
す
で
に
水
洗
化
さ
れ

て
い
る
ト
イ
レ
も
下
水
道
に
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
排
水
設
備
が
接
続
さ
れ
、下
水

道
の
使
用
が
開
始
さ
れ
る
と
、

下
水
道
使
用
料
が
徴
収
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
の
算
定

方
法
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

接
続
は
指
定
工
事
店
で

　
皆
さ
ま
の
ご
家
庭
の
台
所
・
お

風
呂
・
ト
イ
レ
等
の
排
水
を
公
共
マ

ス
へ
接
続
す
る
た
め
の
排
水
設
備

工
事
は
、町
に
登
録
の
あ
る
指
定

工
事
店
で
な
け
れ
ば
工
事
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。排
水
設
備

工
事
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
氷
川
町
の
指
定
を
受
け
た
指
定

工
事
店
に
見
積
り
を
依
頼

②
指
定
工
事
店
と
契
約

③
町
へ「
排
水
設
備
等
確
認
申
請

書
」を
提
出（
指
定
工
事
店
が
行

い
ま
す
）。町
の
許
可
後
、着
工
。

④
工
事
完
了
後
、「
工
事
完
了
届
」を

提
出（
指
定
工
事
店
が
行
い
ま
す
）

⑤
町
の
担
当
者
と
施
工
し
た
指
定

工
事
店
の
責
任
技
術
者
の
立
会
い

の
も
と
、完
了
検
査
を
行
い
ま
す
。

※
指
定
工
事
店
一
覧
表
は
、建
設

下
水
道
課
下
水
道
係
ま
た
は
宮

原
振
興
局
総
務
振
興
課
窓
口
で

配
布
し
て
い
ま
す（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

◎
公
共
下
水
道
排
水
設
備
接
続
助

成
金
制
度

　
く
み
取
り
便
所
や
浄
化
槽
を
廃

止
し
て
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る

工
事
を
対
象
に
、予
算
の
範
囲
内

で
助
成
金
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

※
新
築
、建
替
お
よ
び
事
業
所
等

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

○
水
洗
便
所
改
造
工
事
費
等
助
成
金

◦
下
水
道
供
用
開
始
の
日
か
ら
３

年
以
内
に
下
水
道
へ
の
接
続
が

完
了
さ
れ
た
人
。

○
排
水
設
備
工
事
費
助
成
金

◦
下
水
道
供
用
開
始
の
日
か
ら
３

年
を
経
過
し
た
処
理
区
域（
宮

原
地
区
を
含
む
）で
下
水
道
へ
の

接
続
が
完
了
さ
れ
た
人
。

　
交
付
要
件
に
該
当
す
る
と
表
２

の
助
成
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
交
付
要
件

◦
処
理
区
域
内
の
一
般
世
帯
の
家

屋
の
所
有
者
ま
た
は
そ
の
同
意

を
得
た
使
用
者
で
あ
る
こ
と
。

◦
町
内
に
居
住
す
る
成
年
者
で
独

立
の
生
計
を
営
む
人
。

◦
町
税
及
び
下
水
道
事
業
受
益
者

分
担
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

【
下
水
道
使
用
者
の
人
へ
】

漏
水
な
ど
に
つ
い
て

　
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
る
人

で
、水
道
の
漏
水
等
の
疑
い
が
あ
る

場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
下
水
道
課
　
下
水
道
係

　
☎
52
・
５
８
６
２

　
町
で
は
、快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
公
共
下
水
道

整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。供
用
開
始
に
な
り
ま
し
た
区
域
に
つ
い

て
は
、で
き
る
だ
け
早
く
公
共
下
水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
整
備
さ
れ
た
下
水
道
も
、地
域
に
居
住
す
る
皆
さ
ま
が
積
極
的
に

活
用
し
て
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
、効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。下
水
道

へ
の
早
期
接
続
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

区　分 算定方法
上水道のみを使用の
場合 上水道の使用水量により算定

井戸水や地区の水道
を使用の場合

井戸水や地区の水道の使用水量
により算定（町がメータ器を設
置します）

上記の水を併用して
使用の場合 使用水量を合算して算定

表 1

表 2
工事種別 助成金額 備　考

くみ取り便所からの改造工事 8万円 ―

単独浄化槽からの改造工事 4万円 ―

合併浄化槽からの改造工事 3万円 補助金を受給していないもの

〃 2万円 補助金を受給しているもの

公
共
下
水
道
へ
早
期
接
続
の
お
願
い

公
共
下
水
道
排
水
設
備
接
続
助
成
金
制
度
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　八代地域は「全国一位」を誇るトマトの大産地です。

　しかしながら、近年、コナジラミ類（下写真）が媒介するウイルスによって、八代全域で「トマト黄化葉巻

病」「トマト黄化病」による被害が増加しています。八代の基幹産業であるトマト等の野菜生産を守るに

は、農家の努力だけでなく、地域住民の皆さまのご理解とご協力が不可欠です。

　トマトやミニトマトを栽培されている学校菜園、家庭菜園などで、右写真のような症状が出たまま放置

されると、その菜園がトマト黄化葉巻病の強力な感染源となります。

　そして、トマト黄化葉巻病のウイルスがコナジラミという小さな虫によって八代地域全体に運ばれ、病

気がまん延し、大きな被害となるおそれがあります。（コナジラミは風に乗って数十キロ移動できます）

八代全域の皆さまへ｢一斉除草｣のお願い
　トマトの被害を防ぐためには、コナジラミ類の生息・繁殖場所となる雑草などを除去することが最も効果
的です。
　以下の期間において、八代全域で「一斉除草」に取り組み、害虫の住みにくい環境づくりをしていただくこ
とが、ひいては、地域の環境美化にもつながりますので、地域の皆さまのご協力をお願いします。

実施期間：6月20日（水）～30日（土）
　日程が前後してもかまいませんが、地域全体で一斉に実施することが効果的です。

★被害を防ぐためにやっていただきたいこと
　菜園で栽培される場合には、コナジラミや病気が発生していないか十分確認してください。もしも、

上写真のような症状が出たら、次のとおり確実に処理してください。

①果実が残っていてもすぐに株ごと抜き取る。

②抜き取った株はすぐに土の中に埋めるか、ビニール袋に密封し１週間程度日なたに放置して確実

に枯らした後、燃えるゴミに出す。

★注意★
　発病した部分だけを取り除いても、トマトの株には多量のウイルスが残るため、強力な感染源となり

続けます。地域の産業を守るために、皆さまのご協力をお願いいたします。

まず、株の上部が黄化し、萎縮してきます。その後芽先の伸びが止まり、着果せ
ず、やがてハウス全体にまん延し、収量は激減します。葉の裏を探すとコナジラミ
が見られます。

体長：約１ｍｍ
体色：白色
雑草や家庭菜園等
に生息

トマト黄化葉巻病

コナジラミ類

【お問い合わせ先】農業振興課　農産係  ☎52-5854
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下
水
道
の
役
割
に
つ
い
て

◦
家
の
環
境
が
良
く
な
り
ま
す
！
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洗
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イ
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が
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る
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潔
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。
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道
係
ま
た
は
宮

原
振
興
局
総
務
振
興
課
窓
口
で

配
布
し
て
い
ま
す（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

◎
公
共
下
水
道
排
水
設
備
接
続
助

成
金
制
度

　
く
み
取
り
便
所
や
浄
化
槽
を
廃

止
し
て
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る

工
事
を
対
象
に
、予
算
の
範
囲
内

で
助
成
金
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

※
新
築
、建
替
お
よ
び
事
業
所
等

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

○
水
洗
便
所
改
造
工
事
費
等
助
成
金

◦
下
水
道
供
用
開
始
の
日
か
ら
３

年
以
内
に
下
水
道
へ
の
接
続
が

完
了
さ
れ
た
人
。

○
排
水
設
備
工
事
費
助
成
金

◦
下
水
道
供
用
開
始
の
日
か
ら
３

年
を
経
過
し
た
処
理
区
域（
宮

原
地
区
を
含
む
）で
下
水
道
へ
の

接
続
が
完
了
さ
れ
た
人
。

　
交
付
要
件
に
該
当
す
る
と
表
２

の
助
成
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
交
付
要
件

◦
処
理
区
域
内
の
一
般
世
帯
の
家

屋
の
所
有
者
ま
た
は
そ
の
同
意

を
得
た
使
用
者
で
あ
る
こ
と
。

◦
町
内
に
居
住
す
る
成
年
者
で
独

立
の
生
計
を
営
む
人
。

◦
町
税
及
び
下
水
道
事
業
受
益
者

分
担
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

【
下
水
道
使
用
者
の
人
へ
】

漏
水
な
ど
に
つ
い
て

　
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
る
人

で
、水
道
の
漏
水
等
の
疑
い
が
あ
る

場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
下
水
道
課
　
下
水
道
係

　
☎
52
・
５
８
６
２

　
町
で
は
、快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
公
共
下
水
道

整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。供
用
開
始
に
な
り
ま
し
た
区
域
に
つ
い

て
は
、で
き
る
だ
け
早
く
公
共
下
水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
整
備
さ
れ
た
下
水
道
も
、地
域
に
居
住
す
る
皆
さ
ま
が
積
極
的
に

活
用
し
て
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
、効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。下
水
道

へ
の
早
期
接
続
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

区　分 算定方法
上水道のみを使用の
場合 上水道の使用水量により算定

井戸水や地区の水道
を使用の場合

井戸水や地区の水道の使用水量
により算定（町がメータ器を設
置します）

上記の水を併用して
使用の場合 使用水量を合算して算定

表 1

表 2
工事種別 助成金額 備　考

くみ取り便所からの改造工事 8万円 ―

単独浄化槽からの改造工事 4万円 ―

合併浄化槽からの改造工事 3万円 補助金を受給していないもの

〃 2万円 補助金を受給しているもの

公
共
下
水
道
へ
早
期
接
続
の
お
願
い

公
共
下
水
道
排
水
設
備
接
続
助
成
金
制
度

ひかりん

No.152 6月号

八代地域住民の皆さまへ
トマト黄化葉巻病のまん延防止にご協力ください！
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　八代地域は「全国一位」を誇るトマトの大産地です。

　しかしながら、近年、コナジラミ類（下写真）が媒介するウイルスによって、八代全域で「トマト黄化葉巻

病」「トマト黄化病」による被害が増加しています。八代の基幹産業であるトマト等の野菜生産を守るに

は、農家の努力だけでなく、地域住民の皆さまのご理解とご協力が不可欠です。

　トマトやミニトマトを栽培されている学校菜園、家庭菜園などで、右写真のような症状が出たまま放置

されると、その菜園がトマト黄化葉巻病の強力な感染源となります。

　そして、トマト黄化葉巻病のウイルスがコナジラミという小さな虫によって八代地域全体に運ばれ、病

気がまん延し、大きな被害となるおそれがあります。（コナジラミは風に乗って数十キロ移動できます）

八代全域の皆さまへ｢一斉除草｣のお願い
　トマトの被害を防ぐためには、コナジラミ類の生息・繁殖場所となる雑草などを除去することが最も効果
的です。
　以下の期間において、八代全域で「一斉除草」に取り組み、害虫の住みにくい環境づくりをしていただくこ
とが、ひいては、地域の環境美化にもつながりますので、地域の皆さまのご協力をお願いします。

実施期間：6月20日（水）～30日（土）
　日程が前後してもかまいませんが、地域全体で一斉に実施することが効果的です。

★被害を防ぐためにやっていただきたいこと
　菜園で栽培される場合には、コナジラミや病気が発生していないか十分確認してください。もしも、

上写真のような症状が出たら、次のとおり確実に処理してください。

①果実が残っていてもすぐに株ごと抜き取る。

②抜き取った株はすぐに土の中に埋めるか、ビニール袋に密封し１週間程度日なたに放置して確実

に枯らした後、燃えるゴミに出す。

★注意★
　発病した部分だけを取り除いても、トマトの株には多量のウイルスが残るため、強力な感染源となり

続けます。地域の産業を守るために、皆さまのご協力をお願いいたします。

まず、株の上部が黄化し、萎縮してきます。その後芽先の伸びが止まり、着果せ
ず、やがてハウス全体にまん延し、収量は激減します。葉の裏を探すとコナジラミ
が見られます。

体長：約１ｍｍ
体色：白色
雑草や家庭菜園等
に生息

トマト黄化葉巻病

コナジラミ類

【お問い合わせ先】農業振興課　農産係  ☎52-5854



新 刊 図 書 八

火

図

書

館
だ
よ
り

一般書 児童書

ウィステリアと三人の女たち
川上　未映子／著

レ・ミゼラブル
三田村　信行／文

グラニテ
永井　するみ／著

怪盗レッド　⑭
秋木　真／作

さざなみのよる
木皿　泉／著

リメンバー・ミー
松田　真奈／文

日本の水墨画3　人物
河出書房新社

ＯNE ＰＩＥＣＥ　ｎｏｖｅｌＡ
尾田　栄一郎／作

syunkoカフェごはん
めんどくさくない献立

山本ゆり／著

答えのない道徳の問題
どう解く？

山﨑　博司／作

休館日
月曜・祝日
※詳しくはスタッフに
お尋ねください。

開館時間
平　日　10時～18時
木　曜　10時～20時
土日曜　10時～17時
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【お問い合わせ先】  八火図書館　☎62-3489　http://www.hikawa-lib.jp/info/hakka/
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紫
陽
花
が
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
時

期
は
雨
が
多
く
、自
然
と
室
内
で

過
ご
す
機
会
も
増
え
ま
す
よ
ね
。

そ
ん
な
時
は
、ゆ
っ
く
り
と
読
書

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
現
在
、
八
火
図
書
館
で
は

『
２
０
１
８
年
本
屋
大
賞
』の
受

賞
作
を
特
集
コ
ー
ナ
ー
に
て
紹
介

し
て
い
ま
す
。全
国
の
書
店
員
が

選
ん
だ
お
す
す
め
の
作
品
が
目
白

押
し
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

図
書
館
に
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。た
く
さ
ん
の
ご
来
館

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
本
屋
大
賞
受
賞
作

　
大
賞
　『
か
が
み
の
孤
城
』　

辻
村
　
深
月

　
２
位
　『
盤
上
の
向
日
葵
』

柚
月
　
裕
子

　
３
位
　『
屍
人
荘
の
殺
人
』

今
村
　
昌
弘

　
４
位
　『
た
ゆ
た
え
ど
も
沈
ま
ず
』

原
田
　
マ
ハ

　
５
位
　『
Ａ
Ｘ
　
ア
ッ
ク
ス
』

伊
坂
幸
太
郎

野
津
古
墳
群
は
、

標
高
１
０
０
ｍ
の

丘
陵
上
に
位
置
し
、

長
さ
60
～
１
０
２

ｍ
、
４
基
の
前
方

後
円
墳
か
ら
成
っ

て
い
ま
す
。こ
の
４

基
は
６
世
紀
前
半

の
約
50
年
間
中
に
、

集
中
し
て
造
ら
れ

ま
し
た
。各
古
墳
の
時
期
差
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、葬
ら
れ
た
人
の
間

柄
等
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

 

最
も
南
に
あ
る
の
は
端
ノ
城
古
墳

で
、長
さ
81
・
３
ｍ
、盾
形
の
周
溝

が
巡
り
、外
と
古
墳
を
つ
な
ぐ
陸

橋
が
あ
り
ま
す
。埋
葬
施
設
は
横

口
式
家
形
石
棺
か
石
棺
式
石
室
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
真
ん
中
に
あ
る
の
は
中
ノ
城
古

墳
で
、前
方
後
円
墳
の
形
は
残
し
て

い
る
も
の
の
、大
き
く
改
変
を
受
け

て
い
ま
す
。埋
葬
施
設
は
横
穴
式

石
室
で
、奥
に
石
屋
形
と
呼
ば
れ
る

棺
を
作
っ
て
い
ま
す
。こ
の
古
墳
か

ら
は
、人
や
馬
の
埴
輪
、大
変
大
き

な
円
筒
埴
輪
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

文化財つれづれ
氷川町内の文化財を紹介するコーナーです。

【お問い合わせ先】氷川町教育委員会　生涯学習課　　☎52-5860

野
津
古
墳
群
１
　（
国
指
定
史
跡
）

▲端ノ城古墳

▲中ノ城古墳

ひかりん
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さ
ら
さ
ら
と
た
だ
さ
ら
さ
と
な
が
れ
ゆ
く

　ひ
か
わ
の
み
ず
の
青
き
ひ
か
り
よ

北
野
津

　井
田

　道
寛

皺
増
へ
し
我
が
顔
写
す
鏡
見
て

　他ほ
か

の
鏡
を
手
に
取
り
て
観
る

吉

　本

　髙
橋

　澄
子

中
東
の
硝
煙
匂
ふ
真
の
闇

　こ
の
世
の
悲ひ

あ
い哀
い
つ
晴
れ
る
や
ら

桜
ケ
丘

　宮
崎
敬
四
郎

山
忍
び
庭
に
植
え
る
は
福
寿
草

　ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
や
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ

西
上
宮

　村
内

　一
誠

同
窓
の
傘
寿
の
集
い
樟
若
葉

北
野
津

　宮
本

　末
秋

脳
ト
レ
ー
笑
っ
て
茶
か
す
夏
近
し

西
野
津

　古
崎
ス
エ
ノ

新
緑
の
色
促
が
す
今
朝
の
雨

南
鹿
野

　尾
崎

　京
子

空
の
晴
れ
山
の
み
ど
り
や
ツ
バ
メ
来
る

町

　
　
　香
山
菊
童
子

葉
桜
の
兄
偲
ふ
た
る
四
十
九
日

西
野
津

　古
崎

　栄
子

新
緑
の
燃
え
る
木
立
に
夢
を
乗
せ

上
鹿
島

　前
村

　俊
子

月
影
の
野
津
毘び
し
ゃ
も
ん

沙
門
の
守や
も
り宮
や
も
り
か
な

北
野
津

　井
田

　道
寛

ク
ー
ラ
ー
に
代
り
廃
棄
の
扇
風
機

吉

　本

　髙
橋

　澄
子

山や
ま

法ぼ
う
し師
生し
ょ
う
じ死
は
無
常
の
ひ
と
ま
た
ぎ

桜
ケ
丘

　宮
崎
敬
四
郎

再
会
を
約
せ
し
妹い

も

は
天
国
へ

桜
ケ
丘

　吉
田

　照
子

毎
日
を
感
謝
感
謝
の
米
寿
か
な

町

　
　
　田
中

　澄
子

生
命
の
力
み
な
ぎ
る
緑

り
ょ
く

世
界

桜
ケ
丘

　宮
崎
ト
シ
子

石
庭
の
一
隅
華は

な

や
ぐ
ラ
イ
ラ
ッ
ク

西
上
宮

　村
内

　一
誠

町
民
文
芸

短

　歌

三
島
由
紀
夫
・・・

　
生
い
立
ち
＆
ア
ラ
カ
ル
ト

　
　
　
　
法
道
寺
　
本
田
　
花
風

　
三
島
は
大
正
十
四
年
一
月
十
四
日
、父
平
岡
梓
、

母
倭
文
重（
し
ず
え
）の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　
そ
の
三
月
初
旬
、祖
母
夏
子
が
倭
文
重
か
ら
由

紀
夫
を
引
き
離
し
、自
室
で
育
て
始
め
た
。「
二
階

は
赤
ん
坊
を
そ
だ
て
る
の
は
危
険
だ
と
い
ふ
口
実

の
下
に
、生
ま
れ
て
四
十
九
日
目
に
祖
母
は
母
の

手
か
ら
私
を
奪
っ
た
」（
仮
面
の
告
白
）と
書
い
て

い
る
よ
う
に
、夏
子
は
由
紀
夫
の
病
弱
な
体
質
を

い
た
わ
る
た
め
と
、悪
い
こ
と
を
覚
え
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
、近
所
の
男
の
子
と
遊
ぶ
の
を
禁
じ

た
。そ
の
た
め
由
紀
夫
は
女
の
子
と
遊
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。

　
そ
こ
か
ら
由
紀
夫
は
本
を
読
む
こ
と
、積
み
木

を
す
る
こ
と
、空
想
に
ふ
け
る
こ
と
、絵
を
描
く
こ

と
を
愛
す
る
少
年
に
な
っ
た
。六
歳
の
と
き
に
は

読
み
書
き
が
で
き
た
。五
つ
の
年
の
記
憶
と
し
て

絵
本
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
を
男
と
思
っ
て
い
た
が

平
岡
家
専
従
の
看
護
婦
か
ら
女
だ
と
聞
き
、彼
だ

と
信
じ
て
い
た
も
の
が
彼
女
な
の
で
あ
っ
た
。（
現

在
も
私
に
は
女
の
男
装
へ
の
根
強
い
・
説
明
し
が
た

い
嫌
悪
が
あ
る
。）

　
奇
妙
な
家
庭
環
境
の
中
で
育
ち
、病
弱
で
あ
っ

た
こ
と
が
、三
島
の
筋
肉
美
へ
の
変
身
願
望
は
、こ

の
生
い
立
ち
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
映
画「
潮
騒
」は
見
て
い
た
。青
山
京
子
、久
保

明
主
演
で
、青
山
京
子
の
す
ら
り
と
伸
び
た
肢
体

を
微
か
に
思
い
起
こ
す
。百
恵
と
友
和
、小
百
合
と

光
夫
は
見
て
い
な
か
っ
た
、前
編
の
記
述
は
勘
違
い

で
あ
っ
た
。

　
平
岡
家
は
祖
父
、父
、由
紀
夫
と
三
代
に
ま
た

が
り
東
京
大
学
を
へ
て
官
僚
系
エ
リ
ー
ト
の
家

系
で
あ
っ
た
。大
蔵
省
の
仕
事
を
終
え
て
帰
宅
し

て
か
ら
小
説
の
執
筆
に
励
ん
で
い
た
由
紀
夫
は
、

二
十
三
年
の
夏
、出
勤
途
中
の
渋
谷
駅
の
ホ
ー
ム

か
ら
転
落
し
た
。こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
大
蔵

省
を
辞
め
て
作
家
に
な
る
こ
と
を
父
梓
が
許
し
、

そ
の
九
月「
仮
面
の
告
白
」を
書
く
決
意
を
固
め
、

大
蔵
省
に
辞
表
を
提
出
し
た
。

　（
続
く
）

　
投
稿
い
た
だ
き
ま
す
作
品
は
、短
歌
・
俳
句
そ

れ
ぞ
れ
一
句
と
し
ま
す
。必
要
な
場
合
は
、読
み

が
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、確
認
の
た
め

お
電
話
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、連
絡
先
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。締
切
は
毎
月
８
日
ま
で

で
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

宮
島
の
海
の
上
な
る
大
鳥
居

　長
兄あ
に

の
遺
影
の
背
景
に
あ
り

北
野
津

　宮
本

　末
秋

我
が
地
に
も
菅
原
公
を
祀
り
有
る

　年
に
一
度
の
祭
り
た
の
し
も

西
野
津

　古
崎
ス
エ
ノ

賜
り
の
旬
の
筍
甘
辛
く

初
物
三
切
れ
供
え
し
佛
だ
ん

南
鹿
野

　尾
崎

　京
子

帰
省
し
愛
ら
し
き
曾ひ

孫
に
思
ひ
の
募つ
の

る

　溢
れ
笑
ふ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

西
野
津

　古
崎

　栄
子

病
院
の
ベ
ッ
ド
で
過
ご
す
楽
し
み
は

　運
ば
れ
て
来
る
三
度
の
食
事

吉

　本

　橋
村

　正
之

リ
ハ
ビ
リ
に
心
の
栄
養
頂
き
つ

　１
０
０
才
目
指
す
後
期
高
齢

上
鹿
島

　前
村

　俊
子

俳

　句



新 刊 図 書 八

火

図

書

館
だ
よ
り

一般書 児童書

ウィステリアと三人の女たち
川上　未映子／著

レ・ミゼラブル
三田村　信行／文

グラニテ
永井　するみ／著

怪盗レッド　⑭
秋木　真／作

さざなみのよる
木皿　泉／著

リメンバー・ミー
松田　真奈／文

日本の水墨画3　人物
河出書房新社

ＯNE ＰＩＥＣＥ　ｎｏｖｅｌＡ
尾田　栄一郎／作

syunkoカフェごはん
めんどくさくない献立

山本ゆり／著

答えのない道徳の問題
どう解く？

山﨑　博司／作

休館日
月曜・祝日
※詳しくはスタッフに
お尋ねください。

開館時間
平　日　10時～18時
木　曜　10時～20時
土日曜　10時～17時
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紫
陽
花
が
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
時

期
は
雨
が
多
く
、自
然
と
室
内
で

過
ご
す
機
会
も
増
え
ま
す
よ
ね
。

そ
ん
な
時
は
、ゆ
っ
く
り
と
読
書

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
現
在
、
八
火
図
書
館
で
は

『
２
０
１
８
年
本
屋
大
賞
』の
受

賞
作
を
特
集
コ
ー
ナ
ー
に
て
紹
介

し
て
い
ま
す
。全
国
の
書
店
員
が

選
ん
だ
お
す
す
め
の
作
品
が
目
白

押
し
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

図
書
館
に
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。た
く
さ
ん
の
ご
来
館

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
本
屋
大
賞
受
賞
作

　
大
賞
　『
か
が
み
の
孤
城
』　

辻
村
　
深
月

　
２
位
　『
盤
上
の
向
日
葵
』

柚
月
　
裕
子

　
３
位
　『
屍
人
荘
の
殺
人
』

今
村
　
昌
弘

　
４
位
　『
た
ゆ
た
え
ど
も
沈
ま
ず
』

原
田
　
マ
ハ

　
５
位
　『
Ａ
Ｘ
　
ア
ッ
ク
ス
』

伊
坂
幸
太
郎

野
津
古
墳
群
は
、

標
高
１
０
０
ｍ
の

丘
陵
上
に
位
置
し
、

長
さ
60
～
１
０
２

ｍ
、
４
基
の
前
方

後
円
墳
か
ら
成
っ

て
い
ま
す
。こ
の
４

基
は
６
世
紀
前
半

の
約
50
年
間
中
に
、

集
中
し
て
造
ら
れ

ま
し
た
。各
古
墳
の
時
期
差
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、葬
ら
れ
た
人
の
間

柄
等
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

 

最
も
南
に
あ
る
の
は
端
ノ
城
古
墳

で
、長
さ
81
・
３
ｍ
、盾
形
の
周
溝

が
巡
り
、外
と
古
墳
を
つ
な
ぐ
陸

橋
が
あ
り
ま
す
。埋
葬
施
設
は
横

口
式
家
形
石
棺
か
石
棺
式
石
室
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
真
ん
中
に
あ
る
の
は
中
ノ
城
古

墳
で
、前
方
後
円
墳
の
形
は
残
し
て

い
る
も
の
の
、大
き
く
改
変
を
受
け

て
い
ま
す
。埋
葬
施
設
は
横
穴
式

石
室
で
、奥
に
石
屋
形
と
呼
ば
れ
る

棺
を
作
っ
て
い
ま
す
。こ
の
古
墳
か

ら
は
、人
や
馬
の
埴
輪
、大
変
大
き

な
円
筒
埴
輪
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

文化財つれづれ
氷川町内の文化財を紹介するコーナーです。

【お問い合わせ先】氷川町教育委員会　生涯学習課　　☎52-5860

野
津
古
墳
群
１
　（
国
指
定
史
跡
）

▲端ノ城古墳

▲中ノ城古墳
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さ
ら
さ
ら
と
た
だ
さ
ら
さ
と
な
が
れ
ゆ
く

　ひ
か
わ
の
み
ず
の
青
き
ひ
か
り
よ

北
野
津

　井
田

　道
寛

皺
増
へ
し
我
が
顔
写
す
鏡
見
て

　他ほ
か

の
鏡
を
手
に
取
り
て
観
る

吉

　本

　髙
橋

　澄
子

中
東
の
硝
煙
匂
ふ
真
の
闇

　こ
の
世
の
悲ひ

あ
い哀
い
つ
晴
れ
る
や
ら

桜
ケ
丘

　宮
崎
敬
四
郎

山
忍
び
庭
に
植
え
る
は
福
寿
草

　ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
や
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ

西
上
宮

　村
内

　一
誠

同
窓
の
傘
寿
の
集
い
樟
若
葉

北
野
津

　宮
本

　末
秋

脳
ト
レ
ー
笑
っ
て
茶
か
す
夏
近
し

西
野
津

　古
崎
ス
エ
ノ

新
緑
の
色
促
が
す
今
朝
の
雨

南
鹿
野

　尾
崎

　京
子

空
の
晴
れ
山
の
み
ど
り
や
ツ
バ
メ
来
る

町

　
　
　香
山
菊
童
子

葉
桜
の
兄
偲
ふ
た
る
四
十
九
日

西
野
津

　古
崎

　栄
子

新
緑
の
燃
え
る
木
立
に
夢
を
乗
せ

上
鹿
島

　前
村

　俊
子

月
影
の
野
津
毘び
し
ゃ
も
ん

沙
門
の
守や
も
り宮
や
も
り
か
な

北
野
津

　井
田

　道
寛

ク
ー
ラ
ー
に
代
り
廃
棄
の
扇
風
機

吉

　本

　髙
橋

　澄
子

山や
ま

法ぼ
う
し師
生し
ょ
う
じ死
は
無
常
の
ひ
と
ま
た
ぎ

桜
ケ
丘

　宮
崎
敬
四
郎

再
会
を
約
せ
し
妹い

も

は
天
国
へ

桜
ケ
丘

　吉
田

　照
子

毎
日
を
感
謝
感
謝
の
米
寿
か
な

町

　
　
　田
中

　澄
子

生
命
の
力
み
な
ぎ
る
緑

り
ょ
く

世
界

桜
ケ
丘

　宮
崎
ト
シ
子

石
庭
の
一
隅
華は

な

や
ぐ
ラ
イ
ラ
ッ
ク

西
上
宮

　村
内

　一
誠

町
民
文
芸

短

　歌

三
島
由
紀
夫
・・・

　
生
い
立
ち
＆
ア
ラ
カ
ル
ト

　
　
　
　
法
道
寺
　
本
田
　
花
風

　
三
島
は
大
正
十
四
年
一
月
十
四
日
、父
平
岡
梓
、

母
倭
文
重（
し
ず
え
）の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　
そ
の
三
月
初
旬
、祖
母
夏
子
が
倭
文
重
か
ら
由

紀
夫
を
引
き
離
し
、自
室
で
育
て
始
め
た
。「
二
階

は
赤
ん
坊
を
そ
だ
て
る
の
は
危
険
だ
と
い
ふ
口
実

の
下
に
、生
ま
れ
て
四
十
九
日
目
に
祖
母
は
母
の

手
か
ら
私
を
奪
っ
た
」（
仮
面
の
告
白
）と
書
い
て

い
る
よ
う
に
、夏
子
は
由
紀
夫
の
病
弱
な
体
質
を

い
た
わ
る
た
め
と
、悪
い
こ
と
を
覚
え
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
、近
所
の
男
の
子
と
遊
ぶ
の
を
禁
じ

た
。そ
の
た
め
由
紀
夫
は
女
の
子
と
遊
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。

　
そ
こ
か
ら
由
紀
夫
は
本
を
読
む
こ
と
、積
み
木

を
す
る
こ
と
、空
想
に
ふ
け
る
こ
と
、絵
を
描
く
こ

と
を
愛
す
る
少
年
に
な
っ
た
。六
歳
の
と
き
に
は

読
み
書
き
が
で
き
た
。五
つ
の
年
の
記
憶
と
し
て

絵
本
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
を
男
と
思
っ
て
い
た
が

平
岡
家
専
従
の
看
護
婦
か
ら
女
だ
と
聞
き
、彼
だ

と
信
じ
て
い
た
も
の
が
彼
女
な
の
で
あ
っ
た
。（
現

在
も
私
に
は
女
の
男
装
へ
の
根
強
い
・
説
明
し
が
た

い
嫌
悪
が
あ
る
。）

　
奇
妙
な
家
庭
環
境
の
中
で
育
ち
、病
弱
で
あ
っ

た
こ
と
が
、三
島
の
筋
肉
美
へ
の
変
身
願
望
は
、こ

の
生
い
立
ち
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
映
画「
潮
騒
」は
見
て
い
た
。青
山
京
子
、久
保

明
主
演
で
、青
山
京
子
の
す
ら
り
と
伸
び
た
肢
体

を
微
か
に
思
い
起
こ
す
。百
恵
と
友
和
、小
百
合
と

光
夫
は
見
て
い
な
か
っ
た
、前
編
の
記
述
は
勘
違
い

で
あ
っ
た
。

　
平
岡
家
は
祖
父
、父
、由
紀
夫
と
三
代
に
ま
た

が
り
東
京
大
学
を
へ
て
官
僚
系
エ
リ
ー
ト
の
家

系
で
あ
っ
た
。大
蔵
省
の
仕
事
を
終
え
て
帰
宅
し

て
か
ら
小
説
の
執
筆
に
励
ん
で
い
た
由
紀
夫
は
、

二
十
三
年
の
夏
、出
勤
途
中
の
渋
谷
駅
の
ホ
ー
ム

か
ら
転
落
し
た
。こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
大
蔵

省
を
辞
め
て
作
家
に
な
る
こ
と
を
父
梓
が
許
し
、

そ
の
九
月「
仮
面
の
告
白
」を
書
く
決
意
を
固
め
、

大
蔵
省
に
辞
表
を
提
出
し
た
。

　（
続
く
）

　
投
稿
い
た
だ
き
ま
す
作
品
は
、短
歌
・
俳
句
そ

れ
ぞ
れ
一
句
と
し
ま
す
。必
要
な
場
合
は
、読
み

が
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、確
認
の
た
め

お
電
話
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、連
絡
先
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。締
切
は
毎
月
８
日
ま
で

で
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

宮
島
の
海
の
上
な
る
大
鳥
居

　長
兄あ
に

の
遺
影
の
背
景
に
あ
り

北
野
津

　宮
本

　末
秋

我
が
地
に
も
菅
原
公
を
祀
り
有
る

　年
に
一
度
の
祭
り
た
の
し
も

西
野
津

　古
崎
ス
エ
ノ

賜
り
の
旬
の
筍
甘
辛
く

初
物
三
切
れ
供
え
し
佛
だ
ん

南
鹿
野

　尾
崎

　京
子

帰
省
し
愛
ら
し
き
曾ひ

孫
に
思
ひ
の
募つ
の

る

　溢
れ
笑
ふ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

西
野
津

　古
崎

　栄
子

病
院
の
ベ
ッ
ド
で
過
ご
す
楽
し
み
は

　運
ば
れ
て
来
る
三
度
の
食
事

吉

　本

　橋
村

　正
之

リ
ハ
ビ
リ
に
心
の
栄
養
頂
き
つ

　１
０
０
才
目
指
す
後
期
高
齢

上
鹿
島

　前
村

　俊
子

俳

　句



ひかりん

No.152 6月号くらしの情報
ひかりん

No.152 6月号

広報ひかわ 2018.623

行
政
相
談
を
実
施
し
ま
す

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
ご
相

談
、お
悩
み
、お
困
り
の
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。相
談
は
無
料
で
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時
　
６
月
15
日
㈮
　

　
10
時
～
15
時

◆
場
　
所
　

　
健
康
セ
ン
タ
ー
　
健
康
相
談
室

◆
担
当
者
　
　
　
行
政
相
談
委
員
　

　
松
田
幹
男（
☎
62
・
３
０
２
４
）

　
田
口
英
輔（
☎
62
・
３
２
６
３
）

問
総
務
課
　
行
政
係

　
☎
52
・
７
１
１
１

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
表

彰
の
申
し
込
み

　
今
年
度
、金
婚
ま
た
は
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
に
該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
を
表

彰
し
ま
す
。該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
は

左
記
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
金
婚
該
当
者

　（
熊
本
日
日
新
聞
社
か
ら
表
彰
）

昭
和
43
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
ご
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

◆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
該
当
者

　（
町
か
ら
表
彰
）

昭
和
33
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
ご
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

◆
申
込
期
限

　
７
月
13
日
㈮

問
左
記
の
窓
口
ま
た
は
電
話
に
て
、「
ご

夫
婦
の
氏
名
・
年
齢
・
結
婚
年
月
日
・

住
所
」を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
健
康
福
祉
課
　
　
　

　
☎
52
・
５
８
５
２

　
宮
原
振
興
局
　
総
務
振
興
課

　
☎
62
・
２
３
１
１

総
　
務

お
知
ら
せ

町
か
ら

健
康
福
祉

　ひとり親家庭のお母さん、お父さん寡婦の人の就業を支援する講習会が開催されます。この講習会は、これから働
こうとする方、働く点で必要な資格を身に付けたい方のために、資格取得を目指すためのものです。
　受講料は無料（但し、テキスト代や検定料は自己負担）となっておりますので、みなさまのご参加をお待ちしております。

◆募集対象者（次のいずれも満たす人）
　１．熊本県内に住むひとり親家庭のお母さん、お父さん、寡婦の人
　２．希望する講習会の全日程に出席可能で、技能・資格取得に意欲のある人
３．介護福祉士受験準備講習は一定の介護経験があり、平成30年度本試験の受験を予定している人

◆申込先　町民環境課　町民環境係

平成30年度就業支援講習会開催のお知らせ

　◦町民環境課　町民環境係　　　　　　　　　☎52-5851
　◦熊本県母子家庭等就業・自立支援センター　　☎096-331-6736【お問い合わせ先】

講習名 講習期間 時間 会場 申込期限
（通信制）介護福祉士実務者研修

＋
介護福祉士受験対策

定員20名

7月4日～11月21日
毎週水曜日（全20回）

（内8/15休み）
9:00～16:00

母子・父子
休養ホーム

しらゆり
～6/20㈬

介護支援専門員受験準備講習会
定員20名

7月30日  8月   6日
8月20日  8月27日

毎回月曜日（全4回）
9:30～15:30

母子・父子
休養ホーム

しらゆり 
～7/13㈮

（通信制）介護福祉士実務者研修
＋

介護福祉士受験対策
定員20名

7月3日～12月11日
毎週火曜日（全20回）

（内7/10、8/14、9/11、10/9休み）
9:00～16:00 やつしろ

ハーモニーホール ～6/20㈬

医療事務
＆

調剤薬局事務資格講座
定員20名

8月25日～12月15日
土曜日（全16回）
（内11/3休み）

9:00～13:00 松橋公民館 7/2～8/10

※講習会場・日程などは変更になることがあります。
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立神峡だより
ゴールデンウィークは宿泊客がこれまでの最高を記録

　5月のゴールデンウィークを前に公園全体の草刈り・ごみ拾いなど、管理運営に万全を期しました。火の広場
やディスクゴルフ場の整備はゴルフ場と見間違うほど草刈りを徹底するとともに、3ヶ所あるトイレは高圧洗浄
機により徹底した洗浄を実施するなど、宿泊客の受け入れに臨んだ結果、過去3年間で1番の宿泊客が来場し、
新緑の立神峡を大いに満喫して帰られました。
　前半のゴールデンウィークは天候が心配されました
が、ログハウス・ロッジ・キャンプサイトは満員御礼とな
り、熊本県下96のキャンプサイトや施設の人気度№1が
証明された結果といえます。特にキャンプサイトやバー
ベキュ－は溢れんばかりの人で、人気は年 う々なぎ登りと
なっています。また、来場された人がさらにSNSで発信し
てくれるのでその輪はどんどん広がりを見せています。

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

幻の滝が出現する立神峡

可愛い園児の森の散歩

　立神峡は皆さんご存知の通り「肥後の空滝」・「肥後の赤壁」などと言われて
おり、近年では日本名勝に指定され横幅250m、高さ75mの断崖絶壁の岩肌
は、初めて来た人達はその景観に圧倒され感激を新たにされています。
　しかしそれ以上に不思議なのが、長雨が続いた時などに見られる幻の滝の
出現と言えます。断崖絶壁のほぼ中間あたりの川面より約25m付近から、約1
週間ほど滝のように水が溢れだし、正に幻の滝が出現するわけです。詳しいこ
とはわかっていませんが、大きな空洞が中にあるのではないかとも言われて
おり、その圧倒的な岸壁の迫力にも負けじと勢いよく流れています。今年も梅
雨時には見られると思いますので、町民の皆様は是非ともお見逃しの無いよ
うにご紹介致します。

　毎年この時期になると可愛い園児が森の散歩にやってきます。今年は常葉
保育所の園児に加え、河俣保育園の園児も立神峡を訪れて楽しく過ごされま
した。常葉保育所の5歳児たちは、保護者と一緒に森の中を歩きながら野イ
チゴを見つけたり、イチゴに似た通称「蛇イチゴ」の見分け方などを教わりな
がら親子との触れ合いを楽しんでいました。また、一緒にカレー作りにも挑戦
し、一生懸命作った美味しいカレーに舌鼓を打っていました。毎年恒例となっ
ている森の散歩ですが、氷川町には他の幼稚園もたくさんあるのでぜひ立神
峡公園を利用して頂きたいと思います。恵まれた環境の中、伸び伸びと過ご
す園児を見ていると、正に氷川町の将来を担う宝だとつくづく思います。 ▲森を散歩する常葉保育所の園児たち

▲美しい景観の幻の滝

▲キャンプサイトはテントでいっぱいになりました
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行
政
相
談
を
実
施
し
ま
す

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
ご
相

談
、お
悩
み
、お
困
り
の
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。相
談
は
無
料
で
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時
　
６
月
15
日
㈮
　

　
10
時
～
15
時

◆
場
　
所
　

　
健
康
セ
ン
タ
ー
　
健
康
相
談
室

◆
担
当
者
　
　
　
行
政
相
談
委
員
　

　
松
田
幹
男（
☎
62
・
３
０
２
４
）

　
田
口
英
輔（
☎
62
・
３
２
６
３
）

問
総
務
課
　
行
政
係

　
☎
52
・
７
１
１
１

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
表

彰
の
申
し
込
み

　
今
年
度
、金
婚
ま
た
は
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
に
該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
を
表

彰
し
ま
す
。該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
は

左
記
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
金
婚
該
当
者

　（
熊
本
日
日
新
聞
社
か
ら
表
彰
）

昭
和
43
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
ご
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

◆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
該
当
者

　（
町
か
ら
表
彰
）

昭
和
33
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
ご
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

◆
申
込
期
限

　
７
月
13
日
㈮

問
左
記
の
窓
口
ま
た
は
電
話
に
て
、「
ご

夫
婦
の
氏
名
・
年
齢
・
結
婚
年
月
日
・

住
所
」を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
健
康
福
祉
課
　
　
　

　
☎
52
・
５
８
５
２

　
宮
原
振
興
局
　
総
務
振
興
課

　
☎
62
・
２
３
１
１

総
　
務

お
知
ら
せ

町
か
ら

健
康
福
祉

　ひとり親家庭のお母さん、お父さん寡婦の人の就業を支援する講習会が開催されます。この講習会は、これから働
こうとする方、働く点で必要な資格を身に付けたい方のために、資格取得を目指すためのものです。
　受講料は無料（但し、テキスト代や検定料は自己負担）となっておりますので、みなさまのご参加をお待ちしております。

◆募集対象者（次のいずれも満たす人）
　１．熊本県内に住むひとり親家庭のお母さん、お父さん、寡婦の人
　２．希望する講習会の全日程に出席可能で、技能・資格取得に意欲のある人
３．介護福祉士受験準備講習は一定の介護経験があり、平成30年度本試験の受験を予定している人

◆申込先　町民環境課　町民環境係

平成30年度就業支援講習会開催のお知らせ

　◦町民環境課　町民環境係　　　　　　　　　☎52-5851
　◦熊本県母子家庭等就業・自立支援センター　　☎096-331-6736【お問い合わせ先】

講習名 講習期間 時間 会場 申込期限
（通信制）介護福祉士実務者研修

＋
介護福祉士受験対策

定員20名

7月4日～11月21日
毎週水曜日（全20回）

（内8/15休み）
9:00～16:00

母子・父子
休養ホーム

しらゆり
～6/20㈬

介護支援専門員受験準備講習会
定員20名

7月30日  8月   6日
8月20日  8月27日

毎回月曜日（全4回）
9:30～15:30

母子・父子
休養ホーム

しらゆり 
～7/13㈮

（通信制）介護福祉士実務者研修
＋

介護福祉士受験対策
定員20名

7月3日～12月11日
毎週火曜日（全20回）

（内7/10、8/14、9/11、10/9休み）
9:00～16:00 やつしろ

ハーモニーホール ～6/20㈬

医療事務
＆

調剤薬局事務資格講座
定員20名

8月25日～12月15日
土曜日（全16回）
（内11/3休み）

9:00～13:00 松橋公民館 7/2～8/10

※講習会場・日程などは変更になることがあります。
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立神峡だより
ゴールデンウィークは宿泊客がこれまでの最高を記録

　5月のゴールデンウィークを前に公園全体の草刈り・ごみ拾いなど、管理運営に万全を期しました。火の広場
やディスクゴルフ場の整備はゴルフ場と見間違うほど草刈りを徹底するとともに、3ヶ所あるトイレは高圧洗浄
機により徹底した洗浄を実施するなど、宿泊客の受け入れに臨んだ結果、過去3年間で1番の宿泊客が来場し、
新緑の立神峡を大いに満喫して帰られました。
　前半のゴールデンウィークは天候が心配されました
が、ログハウス・ロッジ・キャンプサイトは満員御礼とな
り、熊本県下96のキャンプサイトや施設の人気度№1が
証明された結果といえます。特にキャンプサイトやバー
ベキュ－は溢れんばかりの人で、人気は年 う々なぎ登りと
なっています。また、来場された人がさらにSNSで発信し
てくれるのでその輪はどんどん広がりを見せています。

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

幻の滝が出現する立神峡

可愛い園児の森の散歩

　立神峡は皆さんご存知の通り「肥後の空滝」・「肥後の赤壁」などと言われて
おり、近年では日本名勝に指定され横幅250m、高さ75mの断崖絶壁の岩肌
は、初めて来た人達はその景観に圧倒され感激を新たにされています。
　しかしそれ以上に不思議なのが、長雨が続いた時などに見られる幻の滝の
出現と言えます。断崖絶壁のほぼ中間あたりの川面より約25m付近から、約1
週間ほど滝のように水が溢れだし、正に幻の滝が出現するわけです。詳しいこ
とはわかっていませんが、大きな空洞が中にあるのではないかとも言われて
おり、その圧倒的な岸壁の迫力にも負けじと勢いよく流れています。今年も梅
雨時には見られると思いますので、町民の皆様は是非ともお見逃しの無いよ
うにご紹介致します。

　毎年この時期になると可愛い園児が森の散歩にやってきます。今年は常葉
保育所の園児に加え、河俣保育園の園児も立神峡を訪れて楽しく過ごされま
した。常葉保育所の5歳児たちは、保護者と一緒に森の中を歩きながら野イ
チゴを見つけたり、イチゴに似た通称「蛇イチゴ」の見分け方などを教わりな
がら親子との触れ合いを楽しんでいました。また、一緒にカレー作りにも挑戦
し、一生懸命作った美味しいカレーに舌鼓を打っていました。毎年恒例となっ
ている森の散歩ですが、氷川町には他の幼稚園もたくさんあるのでぜひ立神
峡公園を利用して頂きたいと思います。恵まれた環境の中、伸び伸びと過ご
す園児を見ていると、正に氷川町の将来を担う宝だとつくづく思います。 ▲森を散歩する常葉保育所の園児たち

▲美しい景観の幻の滝

▲キャンプサイトはテントでいっぱいになりました
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氷
川
町
奨
学
資
金
貸
付
制
度

　
こ
の
制
度
は
、高
等
学
校
・
大
学
・

専
門
学
校
等
に
進
学
又
は
在
学
中
の

人
で
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
な
場
合
、申
請
す
る
こ
と
で
奨
学
資

金
を
貸
し
付
け
る
制
度
で
す
。

◆
資
　
格

本
人
ま
た
は
保
護
者
が
町
内
に
居

住
し
、か
つ
日
本
学
生
支
援
機
構
又

は
そ
の
他
の
公
私
の
団
体
か
ら
学

資
の
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
な
い
人

◆
奨
学
金
の
額（
月
額
）

　
高
等
学
校
　
１
万
５
０
０
０
円

　
大
学
・
専
門
学
校
　
　   

３
万
円

◆
貸
付
期
間

貸
付
を
開
始
し
た
月
か
ら
在
学
す

る
学
校
の
正
規
の
修
業
期
間

◆
返
還
期
間

卒
業
後
１
年
を
経
過
し
た
月
か
ら

貸
し
付
け
を
受
け
た
年
数
の
２
倍

の
期
間
内

◆
貸
付
利
息
　
　
無
利
子

◆
申
請
時
期

申
請
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。学

校
教
育
課
備
え
付
け
の
申
請
用
紙

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
問
い
合
わ
せ
先
　

　
氷
川
町
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

　
☎
62
・
３
３
１
３

【
平
成
24
年
度
調
査
区
】

地
籍
調
査
の
登
記
が
完
了
し
ま
し
た

　
平
成
24
年
度
調
査
区（
大
野
・
野
津

の
各
一
部
）の
地
籍
調
査
成
果
の
登
記

が
平
成
30
年
５
月
８
日
を
も
っ
て
完

了
し
ま
し
た（
左
図
参
照
）。

　
今
後
は
、法
務
局
に
お
い
て
地
籍
調

査
後
の
登
記
簿
謄
本
や
字
図
が
取
得
い

た
だ
け
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、平
成
25
年
度
調
査
区
お
よ

び
平
成
26
年
度
調
査
区（
大
野
の
一

部
）の
成
果
に
つ
い
て
は
県
お
よ
び
国
へ

の
認
証
手
続
き
が
終
了
し
、法
務
局
八

代
支
局
へ
成
果
の
送
付
準
備
中
で
す
。

問
農
地
整
備
課
　
☎
52
・
５
８
５
５

農
地
整
備

学
校
教
育

　掲載しています詩は、相田さんの「自分の番いのちのバトン」という詩です。さて、詩の途中を（　）で空欄にし
ていますが、ここにはある数が入ります。どのくらいの数が入ると思われますか。一代前の父母で二、二代前の
祖父母で四、三代前の曾祖父母で八、・・・、10代前で1024、20代前では100万を超します。　　　
　つまり、すごい人の命のリレーにより、今、自分という人間はここにいることになります。
　相田さんの詩は、自分が今ここに存在することの不思議さとともに自分や他の人の命の尊さを気づかせてく
れる詩であり、人々に強いエネルギーを与えてくれる詩と思います。
　子ども・大人も新しいスタートを切り、生活にも仕事にも慣れてきたこの時期、自分の命の大切さを考えてみ
ましょう。
　そして、多くの人たちの命のリレーで繋がれた自分を精一杯表現されてみてはいかがでしょう。

（詩の（　）内の言葉：百万人を）

人権啓発コーナー　「人が尊重され、生きがいが感じられる　あたたかい町」

【お問い合わせ先】　氷川町教育委員会　生涯学習課　☎52・5860

自
分
の
番

　
い
の
ち
の
バ
ト
ン

　父
と
母
で
二
人

父
と
母
の
両
親
で
四
人

そ
の
ま
た
両
親
で
八
人

こ
う
し
て
か
ぞ
え
て
ゆ
く
と

十
代
前
で
千
二
十
四
人

二
十
代
前
で
は
　
　
　
？
　

な
ん
と（
　
　
　
　
）超
す
ん

で
す

過
去
無
量
の

い
の
ち
の
バ
ト
ン
を
受
け
つ
い
で

い
ま
こ
こ
に

自
分
の
番
を
生
き
て
い
る

そ
れ
が

あ
な
た
の
い
の
ち
で
す

そ
れ
が
　
わ
た
し
の

い
の
ち
で
す

　相
田
み
つ
を
著

「
し
あ
わ
せ
は
い
つ
も
」

（
文
化
出
版
局
刊
）よ
り

平成26年度調査区
成果送付準備中

平成25年度調査区
成果送付準備中

平成24年度調査区
登記完了
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児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届
の

提
出
に
つ
い
て

　
現
在
、児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給

さ
れ
て
い
る
人
は
、毎
年
６
月
中
に
現
況

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
況
届
は
、６
月
１
日
に
お
け
る

ご
家
族
や
加
入
保
険
な
ど
、受
給
者

の
現
況
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。対
象
者
に
は
６
月
中
旬
に
届
書

を
発
送
し
ま
す
の
で
、期
限
ま
で
に
提

出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、現
況
届
の
提
出
が
な
い
場

合
、６
月
分
以
降
の
手
当
が
差
し
止

め
と
な
り
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限

　
６
月
29
日
㈮
ま
で

◆
提
出
先
　

　
◦
町
民
環
境
課

　
◦
宮
原
振
興
局
　
総
務
振
興
課

◆
提
出
書
類

①
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届

②
課
税
情
報
の
確
認
に
係
る
同
意
書

③
認
印（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

④
健
康
保
険
証
の
写
し
ま
た
は
年
金

加
入
証
明
書（
国
民
年
金
以
外
の

加
入
者
の
み
）

⑤
平
成
30
年
１
月
２
日
以
降
に
氷
川

町
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、前
住
所

地
の
市
町
村
が
発
行
す
る
平
成
30

年
度
課
税
証
明
書
　

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
個
人

番
号
が
分
か
る
も
の
の
提
示
に
よ

り
省
略
可

⑥
そ
の
ほ
か
、必
要
に
応
じ
た
書
類

（
養
育
す
る
児
童
と
別
居
し
て
い

る
場
合
な
ど
）

問
町
民
環
境
課
　
町
民
環
境
係

　
☎
52
・
５
８
５
１

プ
ー
ル
監
視
員
の
募
集

　
夏
休
み
期
間
中
に
宮
原
小
学
校
の

プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す
の
で
、そ
の
監

視
員
を
募
集
し
ま
す
。内
容
な
ど
詳
し

い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
監
視
期
間

　
７
月
20
日
㈮
～
８
月
26
日
㈰

◆
監
視
時
間

　
17
～
19
時

◆
募
集
人
員
数

　
６
名
程
度（
高
校
生
以
上
）

◆
申
込
期
限

　
６
月
15
日
㈮

◆
賃
金

　
１
時
間
８
６
４
円

◆
そ
の
他

　
２
人
体
制
で
監
視
を
行
い
ま
す

問
生
涯
学
習
課
　
☎
52
・
５
８
６
０

活
用
し
ま
せ
ん
か
？

「
氷
川
町
人
材
育
成
研
修
助
成
制
度
」

　
こ
の
制
度
は
、町
民
が
自
主
的
に
行

う
人
材
育
成
研
修
に
対
し
て
助
成
を

行
い
、そ
の
成
果
を
も
っ
て
町
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。研
修
に
よ
り
、「
町
が
抱
え
る
問
題

を
解
決
し
た
い
！
」「
町
を
も
っ
と
元
気

に
し
た
い
！
」と
い
う
人
は
、ぜ
ひ
活
用

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
研
修

　
助
成
の
対
象
と
な
る
研
修
は
、国

内
外
の
先
進
地
で
の
研
修
、調
査
お

よ
び
視
察
で
、以
下
の
い
ず
れ
か
の
目

的
の
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

①
教
育
、文
化
お
よ
び
産
業
な
ど
の

分
野
で
、視
野
を
広
め
、知
識
や
技

術
等
を
身
に
付
け
る
た
め

②
地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
の
手
法

を
体
得
す
る
た
め

※
研
修
後
の
町
内
へ
の
波
及
効
果
が

期
待
で
き
な
い
も
の
や
助
成
意
義

が
薄
い
も
の
な
ど
は
助
成
の
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者

　
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、

次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
人
で
す
。

①
町
内
に
居
住
し
、申
請
時
点
で
満

年
齢
60
歳
以
下
の
人

②
地
域
活
動
や
団
体
活
動
に
参
加
す

る
な
ど
、帰
町
後
そ
の
成
果
を
積
極

的
に
生
か
し
う
る
と
認
め
ら
れ
る
人

③
過
去
３
年
以
内
に
本
助
成
金
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
人

※
た
だ
し
、同
一
の
研
修
へ
の
申
込
は

５
人
以
内
で
す
。

◆
助
成
額

　
交
通
費
、宿
泊
費
の
実
費
額（
氷
川

町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
で

定
め
ら
れ
た
額
を
上
限
）、研
修
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
費
用
を
対
象
と
し
、

そ
の
７
割
以
内
の
額
を
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
、国
内
研
修
の
場
合
は
10
万

円
、国
外
研
修
の
場
合
は
30
万
円
が
上

限
で
す
。（
１
千
円
未
満
は
切
捨
て
）

※
助
成
の
適
否
は
、氷
川
町
人
材
育

成
派
遣
研
修
選
考
委
員
会
に
お
い

て
審
査
さ
れ
ま
す
。

◆
申
請
方
法

　
助
成
制
度
を
利
用
し
た
い
人
は
、申

請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。制
度
内
容

や
申
請
書
提
出
時
に
必
要
な
書
類
の

説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、ま
ず
は
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限

　
平
成
31
年
１
月
31
日

問
宮
原
振
興
局
　
総
務
振
興
課

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
　
　

　
☎
62
・
２
３
１
７

町
民
環
境

生
涯
学
習

総
務
振
興
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氷
川
町
奨
学
資
金
貸
付
制
度

　
こ
の
制
度
は
、高
等
学
校
・
大
学
・

専
門
学
校
等
に
進
学
又
は
在
学
中
の

人
で
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
な
場
合
、申
請
す
る
こ
と
で
奨
学
資

金
を
貸
し
付
け
る
制
度
で
す
。

◆
資
　
格

本
人
ま
た
は
保
護
者
が
町
内
に
居

住
し
、か
つ
日
本
学
生
支
援
機
構
又

は
そ
の
他
の
公
私
の
団
体
か
ら
学

資
の
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
な
い
人

◆
奨
学
金
の
額（
月
額
）

　
高
等
学
校
　
１
万
５
０
０
０
円

　
大
学
・
専
門
学
校
　
　   

３
万
円

◆
貸
付
期
間

貸
付
を
開
始
し
た
月
か
ら
在
学
す

る
学
校
の
正
規
の
修
業
期
間

◆
返
還
期
間

卒
業
後
１
年
を
経
過
し
た
月
か
ら

貸
し
付
け
を
受
け
た
年
数
の
２
倍

の
期
間
内

◆
貸
付
利
息
　
　
無
利
子

◆
申
請
時
期

申
請
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。学

校
教
育
課
備
え
付
け
の
申
請
用
紙

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
問
い
合
わ
せ
先
　

　
氷
川
町
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

　
☎
62
・
３
３
１
３

【
平
成
24
年
度
調
査
区
】

地
籍
調
査
の
登
記
が
完
了
し
ま
し
た

　
平
成
24
年
度
調
査
区（
大
野
・
野
津

の
各
一
部
）の
地
籍
調
査
成
果
の
登
記

が
平
成
30
年
５
月
８
日
を
も
っ
て
完

了
し
ま
し
た（
左
図
参
照
）。

　
今
後
は
、法
務
局
に
お
い
て
地
籍
調

査
後
の
登
記
簿
謄
本
や
字
図
が
取
得
い

た
だ
け
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、平
成
25
年
度
調
査
区
お
よ

び
平
成
26
年
度
調
査
区（
大
野
の
一

部
）の
成
果
に
つ
い
て
は
県
お
よ
び
国
へ

の
認
証
手
続
き
が
終
了
し
、法
務
局
八

代
支
局
へ
成
果
の
送
付
準
備
中
で
す
。

問
農
地
整
備
課
　
☎
52
・
５
８
５
５

農
地
整
備

学
校
教
育

　掲載しています詩は、相田さんの「自分の番いのちのバトン」という詩です。さて、詩の途中を（　）で空欄にし
ていますが、ここにはある数が入ります。どのくらいの数が入ると思われますか。一代前の父母で二、二代前の
祖父母で四、三代前の曾祖父母で八、・・・、10代前で1024、20代前では100万を超します。　　　
　つまり、すごい人の命のリレーにより、今、自分という人間はここにいることになります。
　相田さんの詩は、自分が今ここに存在することの不思議さとともに自分や他の人の命の尊さを気づかせてく
れる詩であり、人々に強いエネルギーを与えてくれる詩と思います。
　子ども・大人も新しいスタートを切り、生活にも仕事にも慣れてきたこの時期、自分の命の大切さを考えてみ
ましょう。
　そして、多くの人たちの命のリレーで繋がれた自分を精一杯表現されてみてはいかがでしょう。

（詩の（　）内の言葉：百万人を）

人権啓発コーナー　「人が尊重され、生きがいが感じられる　あたたかい町」

【お問い合わせ先】　氷川町教育委員会　生涯学習課　☎52・5860

自
分
の
番

　
い
の
ち
の
バ
ト
ン

　父
と
母
で
二
人

父
と
母
の
両
親
で
四
人

そ
の
ま
た
両
親
で
八
人

こ
う
し
て
か
ぞ
え
て
ゆ
く
と

十
代
前
で
千
二
十
四
人

二
十
代
前
で
は
　
　
　
？
　

な
ん
と（
　
　
　
　
）超
す
ん

で
す

過
去
無
量
の

い
の
ち
の
バ
ト
ン
を
受
け
つ
い
で

い
ま
こ
こ
に

自
分
の
番
を
生
き
て
い
る

そ
れ
が

あ
な
た
の
い
の
ち
で
す

そ
れ
が
　
わ
た
し
の

い
の
ち
で
す

　相
田
み
つ
を
著

「
し
あ
わ
せ
は
い
つ
も
」

（
文
化
出
版
局
刊
）よ
り

平成26年度調査区
成果送付準備中

平成25年度調査区
成果送付準備中

平成24年度調査区
登記完了
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児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届
の

提
出
に
つ
い
て

　
現
在
、児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給

さ
れ
て
い
る
人
は
、毎
年
６
月
中
に
現
況

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
況
届
は
、６
月
１
日
に
お
け
る

ご
家
族
や
加
入
保
険
な
ど
、受
給
者

の
現
況
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。対
象
者
に
は
６
月
中
旬
に
届
書

を
発
送
し
ま
す
の
で
、期
限
ま
で
に
提

出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、現
況
届
の
提
出
が
な
い
場

合
、６
月
分
以
降
の
手
当
が
差
し
止

め
と
な
り
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限

　
６
月
29
日
㈮
ま
で

◆
提
出
先
　

　
◦
町
民
環
境
課

　
◦
宮
原
振
興
局
　
総
務
振
興
課

◆
提
出
書
類

①
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届

②
課
税
情
報
の
確
認
に
係
る
同
意
書

③
認
印（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

④
健
康
保
険
証
の
写
し
ま
た
は
年
金

加
入
証
明
書（
国
民
年
金
以
外
の

加
入
者
の
み
）

⑤
平
成
30
年
１
月
２
日
以
降
に
氷
川

町
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、前
住
所

地
の
市
町
村
が
発
行
す
る
平
成
30

年
度
課
税
証
明
書
　

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
個
人

番
号
が
分
か
る
も
の
の
提
示
に
よ

り
省
略
可

⑥
そ
の
ほ
か
、必
要
に
応
じ
た
書
類

（
養
育
す
る
児
童
と
別
居
し
て
い

る
場
合
な
ど
）

問
町
民
環
境
課
　
町
民
環
境
係

　
☎
52
・
５
８
５
１

プ
ー
ル
監
視
員
の
募
集

　
夏
休
み
期
間
中
に
宮
原
小
学
校
の

プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す
の
で
、そ
の
監

視
員
を
募
集
し
ま
す
。内
容
な
ど
詳
し

い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
監
視
期
間

　
７
月
20
日
㈮
～
８
月
26
日
㈰

◆
監
視
時
間

　
17
～
19
時

◆
募
集
人
員
数

　
６
名
程
度（
高
校
生
以
上
）

◆
申
込
期
限

　
６
月
15
日
㈮

◆
賃
金

　
１
時
間
８
６
４
円

◆
そ
の
他

　
２
人
体
制
で
監
視
を
行
い
ま
す

問
生
涯
学
習
課
　
☎
52
・
５
８
６
０

活
用
し
ま
せ
ん
か
？

「
氷
川
町
人
材
育
成
研
修
助
成
制
度
」

　
こ
の
制
度
は
、町
民
が
自
主
的
に
行

う
人
材
育
成
研
修
に
対
し
て
助
成
を

行
い
、そ
の
成
果
を
も
っ
て
町
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。研
修
に
よ
り
、「
町
が
抱
え
る
問
題

を
解
決
し
た
い
！
」「
町
を
も
っ
と
元
気

に
し
た
い
！
」と
い
う
人
は
、ぜ
ひ
活
用

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
研
修

　
助
成
の
対
象
と
な
る
研
修
は
、国

内
外
の
先
進
地
で
の
研
修
、調
査
お

よ
び
視
察
で
、以
下
の
い
ず
れ
か
の
目

的
の
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

①
教
育
、文
化
お
よ
び
産
業
な
ど
の

分
野
で
、視
野
を
広
め
、知
識
や
技

術
等
を
身
に
付
け
る
た
め

②
地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
の
手
法

を
体
得
す
る
た
め

※
研
修
後
の
町
内
へ
の
波
及
効
果
が

期
待
で
き
な
い
も
の
や
助
成
意
義

が
薄
い
も
の
な
ど
は
助
成
の
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者

　
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、

次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
人
で
す
。

①
町
内
に
居
住
し
、申
請
時
点
で
満

年
齢
60
歳
以
下
の
人

②
地
域
活
動
や
団
体
活
動
に
参
加
す

る
な
ど
、帰
町
後
そ
の
成
果
を
積
極

的
に
生
か
し
う
る
と
認
め
ら
れ
る
人

③
過
去
３
年
以
内
に
本
助
成
金
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
人

※
た
だ
し
、同
一
の
研
修
へ
の
申
込
は

５
人
以
内
で
す
。

◆
助
成
額

　
交
通
費
、宿
泊
費
の
実
費
額（
氷
川

町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
で

定
め
ら
れ
た
額
を
上
限
）、研
修
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
費
用
を
対
象
と
し
、

そ
の
７
割
以
内
の
額
を
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
、国
内
研
修
の
場
合
は
10
万

円
、国
外
研
修
の
場
合
は
30
万
円
が
上

限
で
す
。（
１
千
円
未
満
は
切
捨
て
）

※
助
成
の
適
否
は
、氷
川
町
人
材
育

成
派
遣
研
修
選
考
委
員
会
に
お
い

て
審
査
さ
れ
ま
す
。

◆
申
請
方
法

　
助
成
制
度
を
利
用
し
た
い
人
は
、申

請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。制
度
内
容

や
申
請
書
提
出
時
に
必
要
な
書
類
の

説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、ま
ず
は
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限

　
平
成
31
年
１
月
31
日

問
宮
原
振
興
局
　
総
務
振
興
課

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
　
　

　
☎
62
・
２
３
１
７

町
民
環
境

生
涯
学
習

総
務
振
興



ひかりん

No.152 6月号くらしの情報

広報ひかわ 2018.627

８
６
４ｰ

１

【
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
】

◆
内
容
：
職
場
で
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
や
問
題
解
決

力
、ス
ト
レ
ス
対
処
力
の
訓
練
で
す
。

◆
対
象
：
知
的
障
が
い
、精
神
障
が

い
、発
達
障
が
い
、高
次
脳
機
能
障

が
い
の
人
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
人

◆
定
員
：
９
名

◆
募
集
期
限
：
７
月
31
日
㈫
ま
で

◆
訓
練
期
間
：
９
月
３
日
㈪
～
11
月

28
日
㈬

　
月
曜
、水
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら

２
時
間

◆
経
費
：
テ
キ
ス
ト
代
１
６
２
０
円
程
度

◆
訓
練
場
所
：
株
式
会
社
ら
・
ら

ぽ
ー
と
熊
本
市
中
央
区
南
坪
井
町

４ｰ

23
Ｍ
Ｔ
ビ
ル
４
Ｆ

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６
・
２
９
７
・
９
９
１
５

※
受
講
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

九
州
一
斉
！「
相
続
登
記
相
談
会

＆
相
続
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

　「
事
前
に
知
っ
て
い
れ
ば
・・
」ま
さ

か
の
と
き
に
備
え
ら
れ
る
よ
う
、相
続

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。　
　

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、法
務
局

職
員
並
び
に
司
法
書
士
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
予
約
不
要
・
参
加
費
無

料
で
す
。無
料
相
談
会
の
み
の
参
加
も

で
き
ま
す
。

◆
日
時
　
７
月
８
日
㈰

セ
ミ
ナ
ー
　
13
時
～
13
時
50
分

相
談
会
　
14
時
～
16
時

◆
場
所
　

八
代
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
　
中
会

議
室
：
八
代
市
新
町
５
番
20
号

◆
セ
ミ
ナ
ー
　
相
続
・
遺
言
に
つ
い
て

の
全
般
的
な
事
柄

例
◦
遺
言
の
方
法
に
関
す
る
こ
と

◦
相
続
人
、相
続
財
産
の
特
定
に

関
す
る
事

◆
相
談
　
法
務
局
・
司
法
書
士
の
業

務
全
般
に
関
す
る
事
項

例
◦
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と

◦
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
に
関

す
る
こ
と

◦
売
買
、贈
与
、担
保
権
等
に
関
す

る
登
記

◦
会
社
、そ
の
他
法
人
に
関
す
る
登
記

◦
お
金
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
の

ト
ラ
ブ
ル

◦
裁
判
、調
停
、強
制
執
行
の
手
続

き
に
関
す
る
こ
と

　
◦
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と

問
熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課
　
岸

　
☎
０
９
６
・
３
６
４
・
２
１
４
６

※
共
　
催
：
熊
本
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
熊
本
司
法
書
士
会

 自然災害や価格低下などで、農産物の販 
　売収入が減少した場合に補償します。 
 保険料率は1％程度（現時点の試算）です。 
『青色申告』をしている農業者が対象です。 
★ ただし、野菜価格安定制度(価格低落タイ 
　プ)との重複加入はできません。 

H31年１月からスタート 

 自然災害等で農業用ハウスや附帯施設が 
　損壊した場合に補償します。 
 共済掛金は1.2％程度（パイプハウスの 
　本体の全国平均）です。 
 農業用ハウスを所有又は管理する農業者 
　が対象です。 
★ セットで加入する場合は、施設内農作物は 
   収入保険での加入となります。 

　近年、台風や大雪などの自然災害が多発しています。農業 
用ハウスは経営に不可欠な生産施設です。 
　今後も起こり得る自然災害等に備えて、公的な保険制度で 
ある農業保険に加入しましょう！ 
　農業保険では、掛金の原則５０%を国が負担（「収入保険」 
の積立方式の積立金は７５％を国が負担）します。 

園芸施設共済 収入保険 施設を補償 収入を補償 

　　詳しい内容については、 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　　 お近くの　         　　　　　　　　へお問い合わせください。 

セット加入のお勧め 

新制度 

0965(32)4111  本所 0964(25)3202

ひかりん

No.152 6月号くらしの情報

広報ひかわ 2018.6 26

平
成
30
年
度
氷
川
土
地
改
良
区

職
員
採
用
試
験

　
氷
川
土
地
改
良
区
で
は
次
の
要
領

で
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

◆
職
種

事
務
お
よ
び
土
地
改
良
施
設
維
持

管
理
に
従
事
す
る

◆
採
用
予
定
数
　
１
名
程
度

◆
受
験
資
格

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◆
受
付
期
間

　
６
月
１
日
㈮
～
６
月
22
日
㈮

　（
土
、日
、祝
を
除
く
）

◆
受
付
時
間

　
８
時
30
分
～
17
時
00
分

※
郵
送
の
場
合
は
、６
月
22
日
㈮
消

印
有
効
。

◆
試
験
日
時
・
試
験
会
場

【
第
１
次
試
験
】

日
時
　
７
月
22
日
㈰
８
時
30
分

試
験
会
場
　
氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー

（
氷
川
町
島
地
６
４
２
番
地
）

【
第
２
次
試
験
】

　
日
時
　
８
月
中
旬
予
定

◆
試
験
要
領
・
申
込
用
紙
の
請
求

　
申
込
用
紙
は
氷
川
土
地
改
良
区
事

務
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
郵
便
に
よ
り
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に「
氷
川
土
地
改
良
区
職

員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」と
朱
書

き
し
、１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛

先
明
記
の
返
信
用
封
筒（
角
２
サ
イ

ズ
）を
同
封
の
上
、左
記
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

問
〒
８
６
９
ー
４
８
１
４

　
八
代
郡
氷
川
町
島
地
６
３
９
番
地
２

　
氷
川
町
土
地
改
良
区

　
☎
52
・
２
４
５
２

自
衛
官
の
募
集

　
防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
７
月
１
日

か
ら
、陸
上
、海
上
、航
空
自
衛
官
に

な
る
た
め
の
願
書
の
受
付
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

【
航
空
学
生
】

◆
受
験
資
格

海
上
：
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
人

（
高
卒
者（
見
込
含
）又
は
高
専
３

年
次
修
了
者（
見
込
含
））

航
空
：
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
人

（
高
卒
者（
見
込
含
）又
は
高
専
３

年
次
修
了
者（
見
込
含
））

◆
受
付
期
間
　

　
７
月
１
日
㈰
～
９
月
７
日
㈮

【
一
般
曹
候
補
生
】

◆
受
験
資
格
　

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

◆
受
付
期
間

　
７
月
１
日
㈰
～
９
月
７
日
㈮

【
自
衛
官
候
補
生
】

◆
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

◆
受
付
期
間
　

随
　
時（
申
込
み
の
詳
細
は
、自
衛

隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
八
代
出
張

所
へ
）

問
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　
八
代
出
張
所
　
☎
33
・
７
０
０
１

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す

　
県
内
高
校
生
等
を
対
象
に
、熊
本

県
立
農
業
大
学
校
の
教
育
実
習
活
動

を
体
験
す
る
機
会
を
提
供
し
、農
大

の
教
育
環
境
と
教
育
内
容
に
つ
い
て

理
解
を
促
す
た
め
、「
緑
の
学
園
」を

開
催
し
ま
す
。　

　
在
籍
高
校
な
ど
を
通
じ
て
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。参
加
申
込

書
な
ど
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

◆
申
込
期
限

　
第
１
回
　
７
月
６
日
㈮

　
第
２
回
　
７
月
27
日
㈮

　
◎
定
員
　
各
回
80
名

　
◎
参
加
費
　
２
５
０
円

◆
行
事
日
程
　

　
第
１
回
　
７
月
27
日
㈮

　
10
時
～
15
時
40
分

　
第
２
回
　
８
月
17
㈮

　
10
時
～
15
時
40
分

問
熊
本
県
立
農
業
大
学
校

　
住
所
：
合
志
市
栄
３
８
０
５

　
☎
０
９
６
・
２
４
８
・
１
１
８
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
・
２
４
８
・
４
４
３
２

◆
担
当
者
名

飯
牟
禮(

い
い
む
れ)（
野
菜
学
科
）、稲
田

（
教
務
課
）、三
宅（
農
産
園
芸
学
科
）

障
が
い
者
委
託
訓
練
受
講
者
募
集

　
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
学
校
で

は
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

【
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
養
成
科
】

◆
内
容
：
高
齢
者
・
障
が
い
者
に
対

す
る
知
識
理
解
・
生
活
援
助（
介
護

技
術
）を
習
得
し
、介
護
職
員
初
任

者
研
修
課
程
修
了
者
と
し
て
就
職

支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
：
内
部
障
が
い
、知
的
障
が

い
、精
神
障
が
い
、発
達
障
が
い
、

難
病
、高
次
脳
機
能
障
が
い

◆
定
員
：
８
人

◆
募
集
期
限
：
７
月
31
日
㈫
ま
で

◆
訓
練
期
間
：
９
月
４
日
㈫
～
11
月

30
日
㈮

◆
経
費
：
テ
キ
ス
ト
代
６
９
９
５
円
程
度

◆
訓
練
場
所
：
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
さ
わ
ら
び（
合
同
会
社
オ
ル
ケ

ス
タ
）熊
本
市
北
区
龍
田
町
弓
削

お
知
ら
せ
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８
６
４ｰ

１

【
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
】

◆
内
容
：
職
場
で
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
や
問
題
解
決

力
、ス
ト
レ
ス
対
処
力
の
訓
練
で
す
。

◆
対
象
：
知
的
障
が
い
、精
神
障
が

い
、発
達
障
が
い
、高
次
脳
機
能
障

が
い
の
人
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
人

◆
定
員
：
９
名

◆
募
集
期
限
：
７
月
31
日
㈫
ま
で

◆
訓
練
期
間
：
９
月
３
日
㈪
～
11
月

28
日
㈬

　
月
曜
、水
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら

２
時
間

◆
経
費
：
テ
キ
ス
ト
代
１
６
２
０
円
程
度

◆
訓
練
場
所
：
株
式
会
社
ら
・
ら

ぽ
ー
と
熊
本
市
中
央
区
南
坪
井
町

４ｰ

23
Ｍ
Ｔ
ビ
ル
４
Ｆ

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６
・
２
９
７
・
９
９
１
５

※
受
講
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

九
州
一
斉
！「
相
続
登
記
相
談
会

＆
相
続
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

　「
事
前
に
知
っ
て
い
れ
ば
・・
」ま
さ

か
の
と
き
に
備
え
ら
れ
る
よ
う
、相
続

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。　
　

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、法
務
局

職
員
並
び
に
司
法
書
士
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
予
約
不
要
・
参
加
費
無

料
で
す
。無
料
相
談
会
の
み
の
参
加
も

で
き
ま
す
。

◆
日
時
　
７
月
８
日
㈰

セ
ミ
ナ
ー
　
13
時
～
13
時
50
分

相
談
会
　
14
時
～
16
時

◆
場
所
　

八
代
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
　
中
会

議
室
：
八
代
市
新
町
５
番
20
号

◆
セ
ミ
ナ
ー
　
相
続
・
遺
言
に
つ
い
て

の
全
般
的
な
事
柄

例
◦
遺
言
の
方
法
に
関
す
る
こ
と

◦
相
続
人
、相
続
財
産
の
特
定
に

関
す
る
事

◆
相
談
　
法
務
局
・
司
法
書
士
の
業

務
全
般
に
関
す
る
事
項

例
◦
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と

◦
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
に
関

す
る
こ
と

◦
売
買
、贈
与
、担
保
権
等
に
関
す

る
登
記

◦
会
社
、そ
の
他
法
人
に
関
す
る
登
記

◦
お
金
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
の

ト
ラ
ブ
ル

◦
裁
判
、調
停
、強
制
執
行
の
手
続

き
に
関
す
る
こ
と

　
◦
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と

問
熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課
　
岸

　
☎
０
９
６
・
３
６
４
・
２
１
４
６

※
共
　
催
：
熊
本
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
熊
本
司
法
書
士
会

 自然災害や価格低下などで、農産物の販 
　売収入が減少した場合に補償します。 
 保険料率は1％程度（現時点の試算）です。 
『青色申告』をしている農業者が対象です。 
★ ただし、野菜価格安定制度(価格低落タイ 
　プ)との重複加入はできません。 

H31年１月からスタート 

 自然災害等で農業用ハウスや附帯施設が 
　損壊した場合に補償します。 
 共済掛金は1.2％程度（パイプハウスの 
　本体の全国平均）です。 
 農業用ハウスを所有又は管理する農業者 
　が対象です。 
★ セットで加入する場合は、施設内農作物は 
   収入保険での加入となります。 

　近年、台風や大雪などの自然災害が多発しています。農業 
用ハウスは経営に不可欠な生産施設です。 
　今後も起こり得る自然災害等に備えて、公的な保険制度で 
ある農業保険に加入しましょう！ 
　農業保険では、掛金の原則５０%を国が負担（「収入保険」 
の積立方式の積立金は７５％を国が負担）します。 

園芸施設共済 収入保険 施設を補償 収入を補償 

　　詳しい内容については、 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　　 お近くの　         　　　　　　　　へお問い合わせください。 

セット加入のお勧め 

新制度 

0965(32)4111  本所 0964(25)3202

ひかりん
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平
成
30
年
度
氷
川
土
地
改
良
区

職
員
採
用
試
験

　
氷
川
土
地
改
良
区
で
は
次
の
要
領

で
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

◆
職
種

事
務
お
よ
び
土
地
改
良
施
設
維
持

管
理
に
従
事
す
る

◆
採
用
予
定
数
　
１
名
程
度

◆
受
験
資
格

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◆
受
付
期
間

　
６
月
１
日
㈮
～
６
月
22
日
㈮

　（
土
、日
、祝
を
除
く
）

◆
受
付
時
間

　
８
時
30
分
～
17
時
00
分

※
郵
送
の
場
合
は
、６
月
22
日
㈮
消

印
有
効
。

◆
試
験
日
時
・
試
験
会
場

【
第
１
次
試
験
】

日
時
　
７
月
22
日
㈰
８
時
30
分

試
験
会
場
　
氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー

（
氷
川
町
島
地
６
４
２
番
地
）

【
第
２
次
試
験
】

　
日
時
　
８
月
中
旬
予
定

◆
試
験
要
領
・
申
込
用
紙
の
請
求

　
申
込
用
紙
は
氷
川
土
地
改
良
区
事

務
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
郵
便
に
よ
り
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に「
氷
川
土
地
改
良
区
職

員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」と
朱
書

き
し
、１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛

先
明
記
の
返
信
用
封
筒（
角
２
サ
イ

ズ
）を
同
封
の
上
、左
記
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

問
〒
８
６
９
ー
４
８
１
４

　
八
代
郡
氷
川
町
島
地
６
３
９
番
地
２

　
氷
川
町
土
地
改
良
区

　
☎
52
・
２
４
５
２

自
衛
官
の
募
集

　
防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
７
月
１
日

か
ら
、陸
上
、海
上
、航
空
自
衛
官
に

な
る
た
め
の
願
書
の
受
付
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

【
航
空
学
生
】

◆
受
験
資
格

海
上
：
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
人

（
高
卒
者（
見
込
含
）又
は
高
専
３

年
次
修
了
者（
見
込
含
））

航
空
：
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
人

（
高
卒
者（
見
込
含
）又
は
高
専
３

年
次
修
了
者（
見
込
含
））

◆
受
付
期
間
　

　
７
月
１
日
㈰
～
９
月
７
日
㈮

【
一
般
曹
候
補
生
】

◆
受
験
資
格
　

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

◆
受
付
期
間

　
７
月
１
日
㈰
～
９
月
７
日
㈮

【
自
衛
官
候
補
生
】

◆
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

◆
受
付
期
間
　

随
　
時（
申
込
み
の
詳
細
は
、自
衛

隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
八
代
出
張

所
へ
）

問
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　
八
代
出
張
所
　
☎
33
・
７
０
０
１

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す

　
県
内
高
校
生
等
を
対
象
に
、熊
本

県
立
農
業
大
学
校
の
教
育
実
習
活
動

を
体
験
す
る
機
会
を
提
供
し
、農
大

の
教
育
環
境
と
教
育
内
容
に
つ
い
て

理
解
を
促
す
た
め
、「
緑
の
学
園
」を

開
催
し
ま
す
。　

　
在
籍
高
校
な
ど
を
通
じ
て
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。参
加
申
込

書
な
ど
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

◆
申
込
期
限

　
第
１
回
　
７
月
６
日
㈮

　
第
２
回
　
７
月
27
日
㈮

　
◎
定
員
　
各
回
80
名

　
◎
参
加
費
　
２
５
０
円

◆
行
事
日
程
　

　
第
１
回
　
７
月
27
日
㈮

　
10
時
～
15
時
40
分

　
第
２
回
　
８
月
17
㈮

　
10
時
～
15
時
40
分

問
熊
本
県
立
農
業
大
学
校

　
住
所
：
合
志
市
栄
３
８
０
５

　
☎
０
９
６
・
２
４
８
・
１
１
８
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
・
２
４
８
・
４
４
３
２

◆
担
当
者
名

飯
牟
禮(

い
い
む
れ)（
野
菜
学
科
）、稲
田

（
教
務
課
）、三
宅（
農
産
園
芸
学
科
）

障
が
い
者
委
託
訓
練
受
講
者
募
集

　
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
学
校
で

は
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

【
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
養
成
科
】

◆
内
容
：
高
齢
者
・
障
が
い
者
に
対

す
る
知
識
理
解
・
生
活
援
助（
介
護

技
術
）を
習
得
し
、介
護
職
員
初
任

者
研
修
課
程
修
了
者
と
し
て
就
職

支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
：
内
部
障
が
い
、知
的
障
が

い
、精
神
障
が
い
、発
達
障
が
い
、

難
病
、高
次
脳
機
能
障
が
い

◆
定
員
：
８
人

◆
募
集
期
限
：
７
月
31
日
㈫
ま
で

◆
訓
練
期
間
：
９
月
４
日
㈫
～
11
月

30
日
㈮

◆
経
費
：
テ
キ
ス
ト
代
６
９
９
５
円
程
度

◆
訓
練
場
所
：
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
さ
わ
ら
び（
合
同
会
社
オ
ル
ケ

ス
タ
）熊
本
市
北
区
龍
田
町
弓
削

お
知
ら
せ



ひかりん

No.152 6月号くらしの情報

　氷川町役場駐車場の整備工事を5
月から平成31年3月まで行います。

◆5月24日～8月31日に①の基盤整
備工事

◆9月～12月に②の基盤整備工事
◆平成31年1月～3月に①②の舗装
と電気設備工事を行い、完了する
予定です。

　役場にお越しの際はご迷惑をおか
けいたしますが、ご協力をお願いし
ます。

広報ひかわ 2018.629

【お問い合わせ先】　企画財政課　☎52-5850

第
13
回 

平
家
い
ず
み
お
茶
ま
つ
り

◆
と
き
　
６
月
３
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

◆
と
こ
ろ
　
泉
運
動
広
場（
泉
町
下
岳
）

主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容（
予
定
）

●
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

◦
郷
土
芸
能
披
露（
樅
木
神
楽
）

◦
戦
隊
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー

◦「
慶
徳
二
郎
」お
笑
い
歌
謡
ス
テ
ー
ジ

（
12
時
40
分
～
）

◦「
英
太
郎
」爆
笑
も
の
ま
ね
シ
ョ
―

（
14
時
20
分
～
）

◦
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

●
ふ
る
さ
と
コ
ー
ナ
ー

◦
特
産
品
展
示
販
売（
泉
茶
、し
い
た

け
、ヤ
マ
メ
の
塩
焼
き
な
ど
）

◦
源
平
関
係
市
町
村
観
光
コ
ー
ナ
ー

（
五
木
村
・
宮
崎
県
椎
葉
村
）

◦
手
炒
り
釜
、野
点
な
ど
の
お
茶
体
験

コ
ー
ナ
ー

◦
柚
子
や
お
茶
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
味

わ
え
る「
喫（
き
っ
）ち
ゃ
店（
て
ん
）」

●
イ
ベ
ン
ト
広
場

◦
武
者
行
列

◦
世
代
間
交
流
広
場（
竹
と
ん
ぼ
づ
く

り
な
ど
）

問
平
家
い
ず
み
お
茶
ま
つ
り
実
行
委
員
会

 

　（
泉
支
所
地
域
振
興
課
内
）

　
☎
67
・
２
１
１
１

マ
ル
ち
ゃ
ん
カ
ッ
プ
第
31
回
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
ｉ
ｎ
く
ま
も
と

◆
開
催
期
日

　
７
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

◆
開
催
場
所

鶴
ヶ
浜
海
水
浴
場
お
よ
び
マ
リ
ン

パ
ー
ク
ビ
ー
チ

◆
募
集
種
目

男
子
２
人
制
、男
子
４
人
制
、女
子

４
人
制
、男
女
混
合
４
人
制（
男
性

２
人
、女
性
２
人
）

◆
参
加
料

２
人
制
：
１
チ
ー
ム
３
，０
０
０
円

４
人
制
：
１
チ
ー
ム
６
，０
０
０
円

◆
参
加
申
込
及
び
参
加
料
振
込
の
締

切
日

　
６
月
11
日
㈪
17
時
必
着

問
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
in
く
ま
も
と

　
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　（
テ
レ
ビ
熊
本
内
）

　
☎
０
９
６
・
３
５
１
・
１
１
４
０

八
代
市

芦
北
町

氷
川
町
・
八
代
市
・
芦
北
町
定
住
自
立
圏
イ
ベ
ン
ト
情
報

人
口
減
少
が
進
む
中
、氷
川
町
で
は
八
代
市
・
芦
北
町
と
定
住
自
立
圏
を
形
成
し
、連
携

し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
定
住
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

氷川町役場駐車場整備工事のお知らせ

氷川町役場

氷川町文化センター

❶

❷

ひかりん
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ご協力お願いします 【道路工事に伴う交通規制】

【お問い合わせ先】　建設下水道課　建設係　☎52-5856

　各地区で道路工事を行うため、全面通行止めの交
通規制があります。
　近隣住民の皆さまにはご迷惑をお掛けしますが、
ご協力をお願いいたします。

工事期間：6月上旬～7月31日 工事期間：6月上旬～7月31日

工事期間：6月上旬～7月31日 工事期間：6月下旬～8月8日

工事期間：6月下旬～8月8日

【地図中標記】
　　　　　　　　　　　　　全面通行止め

西野津

上鹿島 原田

反甫

島地

西野津公民館

島地公民館

原田公民館

鹿島公民館

反甫公民館
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備工事

◆9月～12月に②の基盤整備工事
◆平成31年1月～3月に①②の舗装
と電気設備工事を行い、完了する
予定です。
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ます。
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運
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ー
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）
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」爆
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◦
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会
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た
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て
ん
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広
場
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列
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交
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場（
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茶
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ゃ
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31
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ｎ
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ス
の
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図
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と
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定
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促
進
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取
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ま
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ご協力お願いします 【道路工事に伴う交通規制】

【お問い合わせ先】　建設下水道課　建設係　☎52-5856

　各地区で道路工事を行うため、全面通行止めの交
通規制があります。
　近隣住民の皆さまにはご迷惑をお掛けしますが、
ご協力をお願いいたします。

工事期間：6月上旬～7月31日 工事期間：6月上旬～7月31日

工事期間：6月上旬～7月31日 工事期間：6月下旬～8月8日
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西野津
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ごみの減量化に ご協力ください。

6
2018

毎月11日は人権を確かめあう日です
毎月15日は氷川町交通安全の日です
毎月15日はあいさつ運動一斉行動の日です ひかりん

ひかりん

No.152 6月号

広報ひかわ 2018.631

金 1 　　　　　心のきずなを深める月間（いじめ根絶月間）

土 2

日 3

月 4

火 5

水 6

木 7

金 8 　　　農業委員会総会　役場大会議室 13：30　

土 9

日 10 　　　環境美化一斉行動の日

月 11 　　住民税特別徴収納期・口座振替日

火 12

水 13

木 14

金 15 行政相談 10:00 ～ 15：00　健康センター

土 16

日 17 　　　資源物分別収集日（リサイクル）

月 18

火 19

水 20

木 21

金 22
　　　ふれあい大学開講式　文化センター 9：30
　　400ml 献血　9：30 ～ 15：30　健康センター

土 23

日 24

月 25
　　　農地法申請締切
　　集合税納期日・口座振替日

火 26

水 27

木 28

金 29

土 30

子どもカレンダー

福祉センター休館日

休日救急歯科診療

休日在宅医

○母子健康手帳交付
　毎週月曜
　4日、11日13:00～17:00  健康センター
　18日、25日 8:30～12:00　健康センター

○3歳児健診（対象：H27.4～5月生）
　19日（火）12:30～　健康センター

○4・7ヶ月児健診
　（対象：H30.2月生、H29.11月生）　
　26日（火）12:30～　健康センター

♠竜北福祉センター
　4日・11日・18日・25日
♠宮原福祉センター
　3日・10日・17日・24日

3日

10日

17日

24日

松村眼科医院

前田内科医院

井上医院

尾田内科医院

髙橋医院

福田外科整形外科クリニック

松本医院

稲毛整形外科医院

伊藤医院

休
館
日

農委

農委

町環

生涯

C a l e n d a r

※休日在宅医院は先生方の都合により変更になる場合があり
ます。確認をお願いします。

　八代郡医師会 ☎62-2212

日曜日、祝祭日に急な歯の痛みなど
緊急時の歯科治療を行います。
　◆場　所　
　　八代歯科医師会口腔保健センター
　　（八代市上野町折口3591-14）
　◆時　間　10時～16時
  問 ☎31-8020

税

税

健

学校教育

町環

☎52-0131

☎52-1310

☎65-2121

☎52-8011

☎45-2323

☎52-0840

☎52-0330

☎52-1715

☎52-8091

眼科

外科

外科

外科

内科

内科

内科

内科

内科

ごみの減量化に ご協力ください。

6
2018

毎月11日は人権を確かめあう日です
毎月15日は氷川町交通安全の日です
毎月15日はあいさつ運動一斉行動の日です ひかりん

ひかりん

No.152 6月号

伝 言 板

広報ひかわ 2018.6 30

■ 人口（前月比）　（平成30年5月1日現在）

男　性　5,594人 （　  0）
女　性　6,425人 （▲12）

総　数 12,019人 　（▲12）
世帯数　4,515世帯 （  ▲2）

※「ひとのうごき」への掲載を希望される人は、町民環境課または、宮原振興局総務振興課へ「掲載依頼書」を提出してください。  
     問 町民環境課 戸籍住民係　☎52-5851

■お詫びと訂正
5月広報誌の「おしあわせに」の記載内容について、誤りがありました。

　誤）松田　裕二（早尾南）・岩岡貴美代（早尾北）
　正）松田　祐二（早尾南）・岩岡貴美代（早尾北）
　読者の皆様ならびに関係者の皆様にご迷惑をおかけしたことを深くお詫び申

し上げます。

ひとのうごき

4月30日現在 件　数 死　者 傷　者
熊本県内 1550 18 1956
氷川町 14 0 30

4月30日現在 火　災 救　急
氷川町 4 254

■ 氷川町の火災・救急件数（Ｈ30年1月からの累計）

■ すこやかに

■ やすらかに

■ 熊本県内の交通事故件数・死傷者数（Ｈ30年1月からの累計）

4/  2　島
しままつ

松　快
か い と

弦　《良太郎・歩（北鹿野）》 4/14　上
う え だ

田　陽
は る と

翔　《裕貴・早織（早尾北）》

4/13　名
な じ ま

島　桜
お う り

理　《裕人・彩華（上鹿島）》

4/13　利
としなみ

波朔
さ く た ろ う

太郎　《立秋・桂菜（　栫　）》

4/14　利
としなみ

波蓮
れ ん た ろ う

太郎　《立秋・桂菜（　栫　）》

4/18　中
なかむら

村　公
きみつね

恒　《優希・真実（島　地）》

4/19　南
みなみざき

㟢　悠
はるちか

慶　《峻太郎・愛（北野津）》

4/11　松
まつおか

岡蒼
そういちろう

一郎　《真也・佳奈枝（原田）》 4/16　吉
よ し だ

田　　凜
りん

　《拓実・可愛（有　佐）》

4/  2  堀邉　髙義　（西上宮）
4/  4  上原　　保　（新村北）
4/  5  河野　春美　（西網道）
4/  6  園田カオリ　（新　田）
4/  9  松枝　房子　（北鹿野）
4/  9  遠山　　深　（中網道）
4/12  坂田　一男　（中網道）
4/21  富永　信二　（南鹿野）
4/27  赤星　勝昭　（沖　塘）

■ おしあわせに
4/13  古川　宏治（若　洲）
        五丁　華子（熊本市）

「第12回氷川町ふれあい卓球
大会」参加者募集

　氷川卓球クラブの主催で、卓球愛好者
の親睦を目的とした大会を開催します。

▼日　時　7月8日（日）
　午前9時開会

▼場　所　竜北体育センター

▼対象者　町内外の一般。
　（学生は不可）

▼参加料　1人500円
　（保険代を含む。当日受付にて支払）

▼競技方法　ダブルス戦
※ダブルスのパートナーは当日抽選

　1人でも参加できます。

▼締切　6月29日（金）
※申込み書を文化センター生涯学

習課前に準備してあります。
問 奥田　哲夫　☎090・7386・9386

健康体操教室　参加者募集
　体操三井島システムの教室を開
講しています。運動が苦手な方でも
大丈夫。体調に合わせて楽しく体づく
りしましょう。無料体験ができますの
で、まずはお気軽にお越しください。

▼対　象
　20歳以上の方ならどなたでも

▼活動日時
毎週月曜日　19時30分～（※５月
より開催曜日を変更しました）

▼場　所
　宮原福祉センター　さくら

▼会　費　3,000円／月
（※入会時に別途入会金3,000円
が必要です）

問 伊藤　☎090-9791-9431

　「伝言板」は、町民の皆さま（個人・

団体）が非営利（宗教・政治・営業を

除く）で行う文化・学習・スポーツ・

まちづくりなどのさまざまな活動

の情報を掲載するコーナーです。

　掲載を希望される人は、掲載を希

望する前月の8日までに氷川町役

場総務課（TEL：52-7111）へお申

し込みください。なお、都合により

掲載できない場合もございます。



ごみの減量化に ご協力ください。
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毎月11日は人権を確かめあう日です
毎月15日は氷川町交通安全の日です
毎月15日はあいさつ運動一斉行動の日です ひかりん
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金 1 　　　　　心のきずなを深める月間（いじめ根絶月間）

土 2

日 3

月 4

火 5

水 6

木 7

金 8 　　　農業委員会総会　役場大会議室 13：30　

土 9

日 10 　　　環境美化一斉行動の日

月 11 　　住民税特別徴収納期・口座振替日

火 12

水 13

木 14

金 15 行政相談 10:00 ～ 15：00　健康センター

土 16

日 17 　　　資源物分別収集日（リサイクル）

月 18

火 19

水 20

木 21

金 22
　　　ふれあい大学開講式　文化センター 9：30
　　400ml 献血　9：30 ～ 15：30　健康センター

土 23

日 24

月 25
　　　農地法申請締切
　　集合税納期日・口座振替日

火 26

水 27

木 28

金 29

土 30

子どもカレンダー

福祉センター休館日

休日救急歯科診療

休日在宅医

○母子健康手帳交付
　毎週月曜
　4日、11日13:00～17:00  健康センター
　18日、25日 8:30～12:00　健康センター

○3歳児健診（対象：H27.4～5月生）
　19日（火）12:30～　健康センター

○4・7ヶ月児健診
　（対象：H30.2月生、H29.11月生）　
　26日（火）12:30～　健康センター

♠竜北福祉センター
　4日・11日・18日・25日
♠宮原福祉センター
　3日・10日・17日・24日

3日

10日

17日

24日

松村眼科医院

前田内科医院

井上医院

尾田内科医院

髙橋医院

福田外科整形外科クリニック

松本医院

稲毛整形外科医院

伊藤医院

休
館
日

農委

農委

町環

生涯

C a l e n d a r

※休日在宅医院は先生方の都合により変更になる場合があり
ます。確認をお願いします。

　八代郡医師会 ☎62-2212

日曜日、祝祭日に急な歯の痛みなど
緊急時の歯科治療を行います。
　◆場　所　
　　八代歯科医師会口腔保健センター
　　（八代市上野町折口3591-14）
　◆時　間　10時～16時
  問 ☎31-8020

税

税

健

学校教育

町環

☎52-0131

☎52-1310

☎65-2121

☎52-8011

☎45-2323

☎52-0840

☎52-0330

☎52-1715

☎52-8091

眼科
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外科

外科

内科

内科

内科

内科
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ごみの減量化に ご協力ください。

6
2018

毎月11日は人権を確かめあう日です
毎月15日は氷川町交通安全の日です
毎月15日はあいさつ運動一斉行動の日です ひかりん

ひかりん

No.152 6月号

伝 言 板

広報ひかわ 2018.6 30

■ 人口（前月比）　（平成30年5月1日現在）

男　性　5,594人 （　  0）
女　性　6,425人 （▲12）

総　数 12,019人 　（▲12）
世帯数　4,515世帯 （  ▲2）

※「ひとのうごき」への掲載を希望される人は、町民環境課または、宮原振興局総務振興課へ「掲載依頼書」を提出してください。  
     問 町民環境課 戸籍住民係　☎52-5851

■お詫びと訂正
5月広報誌の「おしあわせに」の記載内容について、誤りがありました。

　誤）松田　裕二（早尾南）・岩岡貴美代（早尾北）
　正）松田　祐二（早尾南）・岩岡貴美代（早尾北）
　読者の皆様ならびに関係者の皆様にご迷惑をおかけしたことを深くお詫び申

し上げます。

ひとのうごき

4月30日現在 件　数 死　者 傷　者
熊本県内 1550 18 1956
氷川町 14 0 30

4月30日現在 火　災 救　急
氷川町 4 254

■ 氷川町の火災・救急件数（Ｈ30年1月からの累計）

■ すこやかに

■ やすらかに

■ 熊本県内の交通事故件数・死傷者数（Ｈ30年1月からの累計）

4/  2　島
しままつ

松　快
か い と

弦　《良太郎・歩（北鹿野）》 4/14　上
う え だ

田　陽
は る と

翔　《裕貴・早織（早尾北）》

4/13　名
な じ ま

島　桜
お う り

理　《裕人・彩華（上鹿島）》

4/13　利
としなみ

波朔
さ く た ろ う

太郎　《立秋・桂菜（　栫　）》

4/14　利
としなみ

波蓮
れ ん た ろ う

太郎　《立秋・桂菜（　栫　）》

4/18　中
なかむら

村　公
きみつね

恒　《優希・真実（島　地）》

4/19　南
みなみざき

㟢　悠
はるちか

慶　《峻太郎・愛（北野津）》

4/11　松
まつおか

岡蒼
そういちろう

一郎　《真也・佳奈枝（原田）》 4/16　吉
よ し だ

田　　凜
りん

　《拓実・可愛（有　佐）》

4/  2  堀邉　髙義　（西上宮）
4/  4  上原　　保　（新村北）
4/  5  河野　春美　（西網道）
4/  6  園田カオリ　（新　田）
4/  9  松枝　房子　（北鹿野）
4/  9  遠山　　深　（中網道）
4/12  坂田　一男　（中網道）
4/21  富永　信二　（南鹿野）
4/27  赤星　勝昭　（沖　塘）

■ おしあわせに
4/13  古川　宏治（若　洲）
        五丁　華子（熊本市）

「第12回氷川町ふれあい卓球
大会」参加者募集

　氷川卓球クラブの主催で、卓球愛好者
の親睦を目的とした大会を開催します。

▼日　時　7月8日（日）
　午前9時開会

▼場　所　竜北体育センター

▼対象者　町内外の一般。
　（学生は不可）

▼参加料　1人500円
　（保険代を含む。当日受付にて支払）

▼競技方法　ダブルス戦
※ダブルスのパートナーは当日抽選

　1人でも参加できます。

▼締切　6月29日（金）
※申込み書を文化センター生涯学

習課前に準備してあります。
問 奥田　哲夫　☎090・7386・9386

健康体操教室　参加者募集
　体操三井島システムの教室を開
講しています。運動が苦手な方でも
大丈夫。体調に合わせて楽しく体づく
りしましょう。無料体験ができますの
で、まずはお気軽にお越しください。

▼対　象
　20歳以上の方ならどなたでも

▼活動日時
毎週月曜日　19時30分～（※５月
より開催曜日を変更しました）

▼場　所
　宮原福祉センター　さくら

▼会　費　3,000円／月
（※入会時に別途入会金3,000円
が必要です）

問 伊藤　☎090-9791-9431

　「伝言板」は、町民の皆さま（個人・

団体）が非営利（宗教・政治・営業を

除く）で行う文化・学習・スポーツ・

まちづくりなどのさまざまな活動

の情報を掲載するコーナーです。

　掲載を希望される人は、掲載を希

望する前月の8日までに氷川町役

場総務課（TEL：52-7111）へお申

し込みください。なお、都合により

掲載できない場合もございます。
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はホームページでも見られます。

本紙は全ページ再生紙を使用しています。URL/http://www.hikawacyou.hinokuni-net.jp/

広報ひかわは環境保護印刷
「水なし印刷」で印刷しています。

氷川町に住む6月で１歳になるアイドルをご紹介します！

宮本 和歌くん（本山）
みやもと わ   か

平成29年6月2日生まれ

お父さん：和徳さん
お母さん：真琴さん

林  剣聖くん（南鹿野）
はやし けん せい

平成29年6月29日生まれ

お父さん：雅記さん
お母さん：伸江さん

上田 真実ちゃん（新村南）
うえだ ま   み

平成29年6月24日生まれ

お父さん：直哉さん
お母さん：安公子さん

このコーナーでは、お子さまの写真を紹介してくれる人を募集しています！詳しくは氷川町ホー
ムページをご覧いただくか、お問い合わせください。次回は7月生まれのアイドルたちを紹介し
ます！（締切日：6月8日（金））　お問い合わせ先：氷川町役場　総務課　☎0965-52-7111

大きな声で
返事できるよ♪

お姉ちゃん
いっぱい遊んでね♥

G様、カカ様、ネネ、
大好きだよ♥
これからもイッパイ
遊んでね♥

氷川町役場

●まちへのホットライン

健 52-5852健康福祉課

健保 52-7154健康センター（保健師）

52-5851町民環境課 町環

52-5850企画財政課 企財

総 52-7111総務課

宮 原 振 興 局

社 会 福 祉 協議会

教 育 委 員 会

社協氷川町社会福祉協議会 52-5075

竜北福祉センター 52-5121

地域包括支援センター 62-3456

宮原福祉センター 62-3456

地域支え合いセンター 52-5335

学 62-3313学校教育課

税 52-5853税務課

建 52-5856建設下水道課  建設係

下 52-5862建設下水道課  下水道係

出 52-5857出納室

議 52-5858議会事務局

商 62-2315商工観光課

ま 62-2317まちづくり推進係

総振 62-2311総務振興課

52-5854農業振興課 農振

52-5855農地整備課 農整

52-5861農業委員会 農委

生 52-5860生涯学習課

給 52-6202学校給食共同調理場




